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▶ 2021 ೧  ౕ国ࡏεンϛジΤムʀセϝψー概要────────────── 

઒໵性の߶͏学ࡏ的な΢ϗンφをΨンラ΢ンͲ֋࠷ 
 前年度に続き ���� 年度もイベントはオンラインでの開催となった。,*6 国際シンポジウムは � ݇、

「ˎ0H7RR の政治学」を開催した。ؘ国フェミニθムの最前તで活༄する研究ंをডᡊした本シンポジ
ウムは、関連ドΫϣϟンタリーӫ画に౲研究所が日本࣊ޢປをつけて上ӫし、シンポジウムの動画とと
もに <RX7XEH ഓ৶するという、画期的な学術イベントとなった。�0H7RR がתきًこした社会の変Կと
そのഐܢにあるフェミニθムのঀ՟ୌについて、日ؘの研究ंがҲൢࢂՅの௎़とともに٠࿨を交わし
た本シンポジウムは、ਅंࠒ数༁ ��� ਕ、౲日のリΠルタイムࢂՅं ��� ਕをى࿧した。学術的な٠࿨
を਄めるとともに、߁くҲൢの௎़にもジェンダーの研究成Վをؒݫすることができたといえるだろう。 

このほか、ඔ術࢛をジェンダーࢻ点でಣみմくシンポジウムと、グローバルリーダーシップ研究所と
の合同シンポジウム � ݇を開催した。また、学際的で多࠾、қཋ的なテーマのセミナー・研究会を �� ݇
開催した。 

IGS क࠷εンϛジΤム 
΢ϗンφ໌ ࢂল 

,*6 εンϛジΤϞ 

ジェンダーのࢻ点にخͰくඔ術࢛研究のࡑݳ �� น 

IGS क࠷国ࡏεンϛジΤム 
΢ϗンφ໌ ࢂল 

,*6 国際εンϛジΤϞ 

ˎ0H7RR の政治学：�0eToo が࢔したフェミニθムの՟ୌをߡえる �� น 

グローバル⼥性リーダー育成研究機構क࠷ 国ࡏεンϛジΤム 
΢ϗンφ໌ ࢂল 

国際εンϛジΤϞ（ジェンダー研究ॶ・ήϫーώϩϨーダーερϕ研究ॶڠಋ） 

シリーθ：ΠジΠにおける⼥性リーダーシップをߡえる 

リーダーシップのஏ平：ジェンダー平等ਬ進のための理࿨と実ભ 
 

�� น 

国際εンϛジΤϞ（ジェンダー研究ॶ・ήϫーώϩϨーダーερϕ研究ॶڠಋ） 

シリーθ：ΠジΠにおける⼥性リーダーシップをߡえる 

グローバル⼥性リーダーシップ：ΠジΠからの఑ݶ 
�� น 
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IGS क࠷ IGS セϝψー 
΢ϗンφ໌ ࢂল 

,*6 ιϝψー（ਫ਼৫྘ҮεϨーθ） 

ঐ業的੠子バンクに関する໲ୌ 
ྛ理・ジェンダー・社会的ଈ໚から 
 

�� น 

,*6 ιϝψー 

日本ช学における෗໊関ܐ 
ཋ๮・๭力・ࢩഓ・ఏ߇ 

 

�� น 

 ,*6 ιϝψー（ਫ਼৫྘ҮεϨーθ） 

生理のසࠖ �� น 

 ,*6 ιϝψー 

ジェンダー、Φスニシティ、技೵実स制度 
 

�� น 

 ,*6 国際ϓΧーϧϞ（ਫ਼৫྘ҮεϨーθ） 

出ࣙをஎることがなͧ॑གྷなのか 
఑ڛ੠子で生まれたਕたちの経ݩと思い 

 

�� น 

 ,*6 ιϝψー 

戦૬とඔঙ⼥ 
Φンターテイϟントとしての戦いの表ে 

�� น 

 ,*6 ιϝψー 

Ңे࿓ಉंの子どもたち 
 
  

�� น 

 ,*6 ιϝψー（ਫ਼৫྘ҮεϨーθ） 

෈ೝと஋性のセクシϣΠリティ �� น 
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IGS क࠷ IGS セϝψー 
΢ϗンφ໌ ࢂল 

 ,*6 ιϝψー（学಼ݸఈ） 

教育とジェンダー、੊ֆと日本 
���� 年に΋けてࠕ日の՟ୌ 

�� น 

 ,*6 ιϝψー 

国際ڢ力とジェンダー・トランスフΧーマティブ・Πプローο �� น 

 ,*6 ιϝψー 

็௫というランドスίープとジェンダー 
フΟンダムのชԿ的・ஏ理的ӿڧとそのՆ೵性 

�� น 

 ,*6 ιϝψー 

『ルッΫθム』 
⼥性ඔをめ͛る理࿨と表েから 

�� น 

 
IGS क࠷ IGS 研究ճ 

イベント໌ ࢂল 

 ,*6 研究会 

,*6 研究ڢ力員研究ๅࠄ会 
 

�� น 

 
IGS  ԋ΢ϗンφޛ

イベント໌ ࢂল 

日本フェミニスト経済学会 ���� 年度大会 

コロナ֒ࡄがあらわにした⼥性のいのちとくらしの՟ୌ 
 

�� น 
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▶ 2021 ೧ౕ क࠷εンϛジΤム৆ࡋ───────────────── 

IGS εンϛジΤム 
ジェンダーのࢻ点ͶخͰ͚ඔढ़࢛研究のࡑݳ 
 

ʴ日時ʵ2021 年 12 月 18 日（ౖ）13:30~17:30 

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴパϋリストʵ 

٤ྒྷஒ子（日本⼥子大学学術研究員） 

 「代日本における『ք⼥』の表েݳۛ」

中౤ચ（大ࡗ大学०教द） 

「『Φロス』の政治学：1960-1970 年代の日本のඔ術」 

ళ໼எߵ（お茶の水⼥子大学教द） 

「Ϡダニθムと『⼥性』ܵ 術Պ：ロϟイン・ブルックスのγフィック・
Ϡダニティ」 

๼ݬ恵（大ࡗ大学໌༬教द） 

「戦時Ծを生きた 3 ਕの⼥性画Պとジェンダー：⻑୫ઔॡ子・୫޳෍
ඔࢮ・新井ޭ子」 

ʴディスΩッγントʵߵઔஉ（෤଄大学教द） 

ʴ࢚会ʵళ໼எߵ（お茶の水⼥子大学教द） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴڢ力ʵイϟージ&ジェンダー研究会 https://imgandgen.org  

ʴޢݶʵ日本ޢ 

ʴࢂՅं数ʵ208 ໌ 

ʴटࢭʵ 

ඔ術࢛学におけるジェンダーのࢻ点にخͰく研究は、1970 年代初ಆ、同時代におけるフェミニθムӣ動の
高まりやフェミニθム・Πートのౌ৖、そして構ଆकٝやポスト構ଆकٝに代表されるஎのパラダイムシフト
をഐܢに始まり、ࠕ日にࢺるまで、عଚのඔ術やඔ術࢛の構ଆやޢりのあり๏を؜めたଌえ௜しとࠫҡԿのࢾ
みを続けている。本シンポジウムでは、日本においても 1990 年代以降ਬし進められてきたジェンダーのࢻ点
にخͰくඔ術࢛学研究のࡑݳஏのҲ୼を、発表ं֦ࣙの໲ୌを௪してଌえる機会としたい。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

2021 年 12 月 18 日（ౖ）、シンポジウム「ジェンダーのࢻ点にخͰくඔ術࢛研究のࡑݳ」がオンライン
開催され、4 ໌の研究ंが研究成Վを発表した。๱ಆで࢚会のళ໼எࢱߵは、ඔ術࢛におけるジェンダー
のࢻ点による研究࢛を֕観し、ة画のटࢭをઈ໎した。1970 年代以降に導೘されたジェンダーのࢻ点は、
༹ࣞを中ৼにޢられてきたॊཔのඔ術࢛をࢩえるඉଲসのݘ力構ଆを໎らかにし、「ඔ術」を社会的なқ
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した。さらに、1980-1990ً׫である「表ে」として社会的なชຼの中にಣみմくචགྷ性をܧの体༼ࡠັ 年
代にかけて֌څ、「ਕझ」、຿ଔ、セクシϣΠリティ等ʓの૮ޕ関ܐもࢻ໼に೘れながら、大ช࣊の「ඔ術
࢛」に代わる複数で多༹なඔ術࢛のໝࡩ΃と展開してきている。ジェンダーのࢻ点は日本のඔ術࢛྘Үに
も 1990 年代以降導೘されたもののबԓԿされてきたܑ向が൳めないが、ۛ年ඔ術実ભの৖においてジェ
ンダー΃の関ৼは高まりつつあり、そうしたয়ڱの中ࠕյのシンポジウムが開催された。 

研究発表では、まͥ٤ྒྷஒ子ࢱが、「ۛݳ代日本における『ք⼥』の表ে」というୌ目で、日本のְࢻ
ชԿ（ֈ画、ࣺਇ、ӫ画）において多数ࡠられてきた「ք⼥」のイϟージを、ඔ術࢛および関連ঀ྘Ү
における઎行研究の৆ࡋな෾ੵをもとにටմきながら、そのԈ⻑上にݳ代の「ք⼥」の表েをҒ஖Ͱけ
た。ރߒ時代以降「ք⼥」のイϟージは、ढ教・෻教社会において஋性にਜくす「ໝ൥的」⼥性଀や、
ஏ๏෫଑をめ͛る性的フΟンタジーを体ݳする「他ं」、すなわち「ޮ೟されるϊード」として構築され
てきた。そこに௪ఊするのは、「ք⼥として࿓ಉするࢡをඵくこと」を޳実に⼥性ན体をඵくという、ء
ࠫしをめ͛るジェンダーのඉଲস性であり、2014 年にࢦݟ॑ࢀຐࢤのޮ೟Ϋϡラクターに೟ఈされ大き
な൹൓をݼんだ「ฝࢦຐϟグ」もまたこのܧොにҒ஖෉けられる。性的なものとして想଀される「ք⼥」
は、ݳ代社会においてもなおཋ๮のଲেとしてࡠり出され続けているのである。 

࣏に、中౤ચࢱは、「『Φロス』の政治学：1960-1970 年代の日本のඔ術」において、国際的に活動した日
本の⼥性ٶび஋性ܵ術Պによる戦ޛの༹ʓな「性」の表ݳを、ชԿ྘Үにおいて戦ޛトランスナショナ
ルに展開した「Φロス」をղした「ࣙހմ体」のชຼにҒ஖෉け、ジェンダーやナショナルなΠイデン
ティティが時に交ࡪしながらໝࡩされた༹を໎らかにした。ྭえͻ、共に⼥性の性حをクローθΠップ
したࡠ඾のうち、オノ・Ϧーコのʮフライʯ（1970）が、ཊѻをҋࣖするものでありながら⼥性ࣙらによ
る性のմ๎やٻ済を見出し得るࡠ඾であるのにଲし、ʮ変ସब期とգోݳেʯ（1962）をはͣめとする٤
Ԯ߄߃のࡠ඾は、⼥性のक体的なΦロスをڍઊすることで、عଚの஋性的価஍観をң࣍した。また、ʮΠ
イロンୈʯ（1963）やʮໃݸのںの間ʯ（1965）等஋性حを想ًさせるಧً෼から成るࣙࡠのࡠ඾とٖれ
ることで、૴間ኪ生がހの性をコントロールするଚࡑとしてࣙހをԍ出したのにଲし、޽౽ఫິによる

ʮインポ෾ාਦとその๠࿪෨෾にԛけるฯޤドームの発生ʯ（1961-1962）やハプニングྭࡠは、੤Ԧのϐ
ϣーマニθムをে௅するものとしてのΦロスを൳ఈし、日本ਕ஋性としての൶のΠイデンティティを再
構築した。Φロスをめ͛るこれらのࡠ඾は、国際的なชຼにおいて日本のܵ術ՊたちがジェンダーԿさ
れたΠイデンティティを表ݳする৖となったのである。 

続いてళ໼ࢱが、「Ϡダニθムと『⼥性』ܵ術Պ：ロϟイン・ブルックスのγフィック・Ϡダニティ」と
いうୌ目のもと、両大戦間期のフランスで活動し、同時代にも評価を得た⼥性ܵ術Պ、ロϟイン・ブルッ
クスを۫体ྭとしながら、ඔ術࢛において「⼥性」ܵ術Պを研究するࢻ点のあり๏を࿨ͣた。੤༺ඔ術࢛
のΩノンにおいて、ַ༹ࣞ新を࣢に「独創性」をޢるॊཔのϠダニθムのޢりはΦディプス的でඉଲসな
ジェンダー構ଆを࣍っており、⼥性のܵ術Պのक体性やཋ๮はそこからഋঈされ、ລভされてきた。Ϫθ
ϑΠンでもあったブルックスがࣙら設え、ඵいたϠノトーンの಼࣪は、Ҳझのܵ術行ҟとして಼࣪を২っ
た੊ن຦の༏ඔकٝंたちの実ભをಁऽしつつも、Պ෗⻑制のもとࣙ୒をΠトリΦとする⼥性のܵ術Պの
಼࣪とはҡなり、独立した⼥性としてのࣙ෾ࣙ身をմ๎する৖であった。「Ϡダニティ」をଌえながら、そ
こでعଚのジェンダーو൥を໲い௜していった൶⼥のʮࣙ画଀ʯ（1923）は、マニッシϣな֐出஥をషい、
見るक体としてこちらにࠫءしを向けつつも、体ۧやاの表ݳにおいては஋性性とは૮༲れない༹子で画
Պを表している。これは、19 ੊ن以降の஋性ܵ術Պのイϟージとしての「ダンディ」や「フラϊール」を
想ًさせるとともに、同時代のάϡルλンϊのフΟッションを取り೘れた「新しい⼥性」でもあり、ࣙ身
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のセクシϣΠリティの表໎でもあった。عଚのジェンダー表েをଌえ௜すことでࣙ身のΠイデンティティ
をՆࢻԿし、ブルックスはՊ෗⻑制のもとລভされてきた⼥性ܵ術Պのཋ๮や創ଆ行ҟをߢఈし、フΧル
マリθムがଌえてこなかったϠダニθムのࢡをූかび上がらせるのである。 

最ޛに、๼ݬ恵ࢱが、「戦時Ծを生きた 3 ਕの⼥性画Պとジェンダー：⻑୫ઔॡ子・୫޳෍ඔࢮ・新井
ޭ子」というୌ目で、20 ੊نൔͻに活動した 3 ໌の⼥性ܵ術Պのٌ੽をḹった。画Պの⻑୫ઔॡ子は、

「大日本཰܋ॊ܋画Պڢ会」の発ًਕのͽとりでもあり、1930 年代初ಆからॊ܋画Պとして戦ஏにෟき、
৪຿ஏकٝのࠫءしと⼥性΃の共״を共ଚさせるイϟージを࢔した。୫޳෍ඔࢮは、ઔ୼ྀ子の教えを
णけた日本画Պで、Պఋから出て生き生きと活動するۛ代の⼥性を多数ඵいた。1938 年に੪ྀ社を཯れ、
戦時中は⼥流ඔ術Պๆޮୄでも活動したが、戦ޛはΠϟリΩにҢेした。画Պの新井ޭ子は、プロϪタ
リΠඔ術ӣ動やピオニールӣ動に積極的にࢂՅしたが、ܱࡱからのஆѻをणけ 1939 年にΠϟリΩ΃ಂ
れた。൶⼥のʮಓあげʯ（1930）は、ӵ༦的行ҟや๭力のॢ間、ཱوのある஄体行動をඵくことの多い同
時代のプロϪタリΠඔ術とはҡなり、༄動״にあ΀れユーϠΠにຮちている。戦時Ծの൶⼥たちは、「॒
の「࿧画ى戦ࡠ」、であったがࡑଚのジェンダーの࿰組みを༵るがすଚعと「前戦」をはͣめとする「ޛ
制ࡠや組織ܙ成等ジェンダーԿされた制度からはഋঈされることもあった。戦ޛは、ࣁྋの෈ॉ෾さ、
さらにॊ܋した⻑୫ઔの৖合はعଚのジェンダー஡঄をཛྷすଚࡑであったがބに๪٭されていったが、
Ҳ国कٝのඔ術࢛観を見௜すためにも、ࡠޛࠕ඾やテΫストの再ಣがଶたれる。 

研究発表のޛ、ディスΩッγントのߵઔஉࢱによって৆ࡋなコϟントがࣖされた。ൊਰして以Ծにそ
のҲ෨を়ղすると、まͥࢱ٤ྒྷの発表に関しては、দ࿪ 30 年代にࡳӪされۛ年発表された水中ࣺਇ
Պによる「ք⼥」イϟージにおいて、࿓ಉやコミϣニティではなくғષその身体に注目が集まり、൶⼥
たちが時として「ਕڗ」にさえ٘えられていることから、発表で఑ًされた性的な「他ं」としての「ք
⼥」表েは、ࡑݳ進行ܙの໲ୌとして॑གྷであると指ఢされた。中౤ࢱの発表にଲしては、「ൕܵ術」の
時代としてஎられる 1960 年代初ಆをѽったعଚの日本ඔ術࢛のݶઈに性表ݳに関するトピックがほ·
見られないことをಁまえ研究の॑གྷ性が評価されたとともに、஋性ܵ術Պの中で޽౽には日本टັと⼥
ૹटັがあったことから、൶が性的活力をࣖގする஋性性にଲするൕ発を࣍っていたこと、そして、੤
Ԧの஋性性にଲし日本ਕ஋性が۸઄した思いを์いていたՆ೵性が指ఢされた。ళ໼ࢱの発表に関して
は、両大戦間期にϪθϑΠンであることは「Ϡダン」でՊ෗⻑制からのմ๎をもқັするものでもあり、
そうしたΠイデンティティがְܵࢻ術においてどのように表ݳされたかをݗ౾することは、「Ϡダニテ
ィ」とはՁかをݗ౾し௜すқັでも॑གྷであると評された。同性のパートナーと฽らした時期があるハ
ンナ・ϖーϐによるフΧトϠンタージϣのࣙ画଀を়ղしつつ、ϙϠフΧϑΠのܑ向が൳めないϠダニ
θムのชຼにおいて、「γフィック・Ϡダニティ」が「พのϠダニθム」を઀り開いてΑくՆ೵性が指ఢ
された。そして๼ࢱݬの研究は、஋性の྘Үとみなされてきた戦૬画にࢂ೘した⼥性ܵ術Պは٠࿨す΄
きものとしてѽわれることさえなかったয়ڱがあるなか、そこにҲ石を౦ͣる研究であると評された。
さらに、戦૬画という「ޮ共の࢘ໍ」に⼥性ܵ術ՊがどのようにԢえたのか、また、॒ޛをඵいた多༹
なࡠ඾に、ޮのナラティϲとのړ཯״や新و性のある画ୌ΃のൕԢをどのようにಣみմくか、ޛࠕのߍ
なる研究がଶたれると指ఢされた。 

質ٛԢ౶ではౌஅंからߵઔࢱのコϟント΃のさらなるԢ౶があり、そのࢂ、ޛՅंからの質໲にଲ
しても研究発表の಼༲をさらに਄める٠࿨が展開した。本シンポジウムの಼༲は、2022 年度ק行『ジェ
ンダー研究』25 号に特集ة画としてࡎܟされる༩ఈである。 

 （大学・助教ౣ߁）চ子ࢃ಼：࿧୴౲ى

31



国㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮䞉䝉䝭䝘ー 

 

IGS 国ࡏεンϛジΤム 

ˎ0e7oo の੕࣑学 
 �0e7oo  る͓ߡしͪフェϝωθムの՟ୌを࢔͗
 

ʴ日時ʵ2022 年 1 月 21 日（金）15:00ʛ18:00 

ʴ会৖ʵオンライン（Zoom ウェϑナー） 

第Ҳ෨：ドΫϣϟンタリーӫ画『Πフター0H7RR』؄ಞとのトーク 

ʴパϋリストʵ 

Ωンユ・Ωラム（؄ಞ） 

ᖝీਇ཮（ジェンダー૱合研究所共同代表） 

金ཧイスル（ຍ༃Պ） 

第二෨：国際シンポジウム『�0H7RR の政治学』 

ʴパϋリストʵ 

 （実研究所代表ݳ性⼥）金⅚ྱ（クΧン・Ϋム・ϐョンϦン）ݘ

ルイン（トランスジェンダー・クィΠ研究所専任研究員） 

٢ஏՈ໼（໌ݻԲࢤ立大学०教द） 

ʴ࢚会ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴक催ʵ 

ジェンダー研究所 

日本学術৾ڷ会خ൭研究（C）『ジェンダークオータの政治学：制度Կとఏ߇』 

ʴޢݶʵ日ؘ（同時௪༃༙） 

ʴࢂՅं数ʵ329 ໌ 

ʴटࢭʵ 

本シンポジウムは「#MeToo の政治学」の日本ޢ༃出版（『#MeToo の政治学ʗコリΠ・フェミニθ
ムの最前ત』大月ॽవ,2021）をきっかけに本ॽのஸंでもある、ؘ国フェミニθムの最前તで活༄して
いる研究ं̐໌をおডきして、ˎMeToo がもたらした社会の変Կやそのഐܢにある性๭力・ジェンダー
໲ୌに取り組んでいるؘ国フェミニθムについてࡱߡするとともに、#MeToo によって໎らかになった
フェミニθムӣ動や理࿨的՟ୌについて٠࿨する。 

シンポジウムは̐෨構成で、第Ҳ෨ではˎMeToo の༹ʓな੢を取り上げたؘ国の最新ドΫϣϟンタリ
ーӫ画「ΠフターMeToo」について、#MeToo の੢をซくこと、そしてまだซこえていない੢は୯の੢な
のかについて、؄ಞとパϋリストにより٠࿨を਄める。 

第二෨では第Ҳ෨の٠࿨も؜めて#MeToo のྼ࢛がಧきつけたフェミニθム΃のঀ՟ୌについてؘ国、
日本からのパϋリストが日ؘのয়ڱを共༙しながら٠࿨する。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

 2022 年 1 月 21 日（金）、国際シンポジウム「ˎMeToo の政治学：ˎMeToo が࢔したフェミニθムの
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՟ୌをߡえる」がオンライン開催された。๱ಆ、૱合࢚会のਅⅰᒉࢱから、2017 年຦、性๭力ࠄ発のˎ
MeToo ӣ動が੊ֆに߁がったこと、またその中でもؘ国はˎMeToo ӣ動をはͣめとしたフェミニθム社
会ӣ動がࠕもなお活発に行われていることが়ղされた。 

 第Ҳ෨では、ؘ国のドΫϣϟンタリーӫ画『ΠフターMeToo』（2021）の؄ಞであるΩンユ・Ωラムࢱ
と二ਕのパϋリスト、ᖝీਇ཮ࢱと金ཧイスルࢱによる٠࿨が行われた。ӫ画では、1990 年代ޛൔؘ国
で活発に活動したフェミニストたちを௧った、Ωラム؄ಞのドΫϣϟンタリー『ࢴたちはຘ日』（2019）
で取り上げることができなかったˎMeToo ӣ動のそのޛに঱点が౲てられる。ӫ画には複数の؄ಞによ
る̒つのΦピλードʊᾉ「⼥子ߏのպ஌」（スクールˎMeToo）、ᾊ「ࢴのৼと体は݊߃になった」（中年
⼥性のඅ֒の経ݩ）、ᾋ「それから」（අ֒ंをࢩえるࢩԋं）、ᾌ「グϪーセックス」（਎しい関ܐでの
๭力）が、オムニバスࣞܙにफ࿧されている。どのΦピλードも多くのਕが思いූか΄る代表的なˎ
MeToo の࿫ではなく、身ۛでՆࢻԿされにくく、ޮの৖でޢることがೋしいトピックである。 

 ᾉ「⼥子ߏのպ஌」では、学ߏにおける教ࢥによる性๭力にଲして生ైたちが෉ᝨを࢘い、連ଵする
の૯に多数の෉ᝨをహりつけてˎWithYouࣹߏ）ࢡ のช࣊྽をࡠܙる）がඵかれている。2018 年౲時、
ϟディΠでๅಕされるˎMeToo の流れをणけ、身ۛなˎMeToo にـ෉き、ࠄ発するݬ動力になっていっ
たと෾ੵする。ᾊ「ࢴのৼと体は݊߃になった」では、Ҳਕの⼥性がڹބに໯り、そのஏで༰ঙ期にण
けた性๭力ࠄ発のスピーοをするために、Ձ度も࿇सする৖໚がౌ৖する。౲初は本໌をӇして「߀せ
઎生」というハンドルϋーム（ΠΩウントϋーム）を໌৒っていた⼥性は、ࡳӪを௪ͣて؄ಞとの৶བ
関ܐを築き、ਲ਼には本໌を໎かすにࢺる。Φンドロールには、「߀せ઎生」と⼥性の本໌の二つの໌前が
クϪジットされている。ᾌ「グϪーセックス」では、⼥性たちのマッοングΠプリで出会った஋性にଲ
するҩ࿪״がඵかれている。Πプリ಼では、஋性が޹΋⼥性଀がパッίージングされていること、また
Πプリ上はそれを༲೟するようなۯ間であること、さらにؘ国社会においてΠプリを௪した਎ືな関ܐ
についてޢることがೋしいݳয়がڏげられた。  

 Ωラムࢱが؄ಞを୴౲したᾋ「それから」では、ชԿܵ術ֆにおける性๭力がඵかれている。ڳいコ
ミϣニティ಼でඅ֒をणけ、それをࠄ発することはその෾໼でのϋットϭークをࣨい、গཔ的な進࿑さ
えもถ͡されてしまうが、୯かが੢をあげなけれͻ࣏のඅ֒ंが生まれてしまうというジϪンマを์え
る。අ֒ंをगるためにも、಼෨から変ַできるࢩԋंのචགྷ性が૎えられた。 

金ཧࢱからは、අ֒ं଀には౲てはまらない、日৙をなんとか生きるҲਕの⼥性のଈ໚をみることの॑
གྷ性について、さらにࡑ日௉ળਕ⼥性がˎMeToo をするೋしさやඅ֒ंの੢にࣘをܑけるࢩԋंのචགྷ
性についてޢられた。ᖝీࢱからは、⼥性٠員にଲするオンラインハラスϟントの事ྭをಁまえながら、
日৙において性අ֒をඅ֒とـͰくことのೋしさと、性๭力をݺਕの໲ୌではなく社会の໲ୌとして、
みんなで੢をあげていくことの॑གྷ性が再֮೟された。 

 第二෨では、#MeToo 以ޛのフェミニθムのঀ՟ୌについて日ؘのয়ڱを共༙しながら٠࿨が行われ
た。まͥ『#MeToo の政治学』のஸं・ݘ金⅚ྱࢱは、出版の大きなきっかけとしてؘ国でًきたΠン・
フィジョン事݇（ݫனੜೈಕஎ事Πン・フィジョンࢱによるඁॽ・Ϋムジウンࢱ΃の性的๭行事݇）を
力社会の中で性๭力の໲ୌ఑ًがどݘげ、この事݇を本ॽの大きなテーマとしてѽい、஋性中ৼ的なڏ
のようになされてきたのかを໎らかにすることが目的だとޢった。すでにؘ国では、ܒ๑に「Ҙ力」に
よる׭کをͥےる๑ཱが制ఈされていたが、業ແ上の໎֮な関ܐ性をࣖすචགྷ性があったためࠄ発がೋ
しく、事実上൓ྭがないয়ସであった。しかし、Πン・フィジョン事݇では௜ં的なޑ༽関ܐが೟めら
れたことで༙ࡓ൓݀となり、性๭力事݇の࢚๑൓இにおいて大きな఺機となった。ただ、๑的にはঋཤ
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したものの、政治ชԿ的ชຼでは多くの࿨૬やバッシング、特に大घマスϟディΠを中ৼとしたՅ֒ं
をฯޤする੊࿨ࡠりと#MeToo ӣ動΃のバックラッシϣによって、අ֒ं΃の二࣏Յ֒は続いていると
指ఢされた。 

 同ͣくஸंのルインࢱからは、ॊཔのジェンダー๭力が性พ二ݫ࿨的な஋性から⼥性にଲする๭力と
えられているため、トランスジェンダー・クィΠの立৖からジェンダー๭力を再構成するという本ॽߡ
の目的がޢられた。トランスジェンダー・クィΠ΃の๭力とඉトランスジェンダー΃の๭力がࣇた構ଆ
であることに஥目し、Պ෗⻑制社会においては⼥性΃のࠫพがあって౲ષだとߡえられるݳয়から、අ
֒ंは⼥性であるのが౲ષだとする社会Ҳൢの೟ࣟ࿰組みについて、ジェンダー๭力をඉトランスジェ
ンダーの立৖からҲ๏的にوఈしているのではないかと໲いかける。また、Ҳ෨のフェミニストからޢ
られるトランスジェンダーݑѳについても఑ࣖしながら、フェミニθムとトランスジェンダー・クィΠ
政治間の連ଵの๏๑についてໝࡩするためにもジェンダー๭力の再ߡは༙ްだとफ़΄た。 

٢ஏՈ໼ࢱはまͥ、本ॽのなかでフェミニθム研究とӣ動（理࿨と実ભ）が結びついて࿨理的に෾ੵさ
れていることを評価した。また、日ؘともに性๭力ࠄ発΃のปはଚࡑするが、日本のݳয়はඅ֒ंのࢡ
ͻかりがๅಕされ、そのปがどこにあるのかが見えてこないという指ఢがされた。 

 ؘ国の#MeToo ӣ動に関してݘ金ࢱは、スウェーデンでಙ໌で行われた#MeToo ӣ動、ΠϟリΩで行わ
れた༙໌ਕの#MeToo ӣ動とҩい、ؘ国の#MeToo ӣ動は、౲初 SNS 上での๭࿒というܙで行われ、そ
のޛ๑ఌಈ૬に࣍ちࠒまれるίースが多くみられることを指ఢする。ؘ国の#MeToo ӣ動は、性๭力が
Ձであるのかを੊の中に߁めることができたҲ๏、අ֒ंݺਕがෝ୴をکいられգ͙ている、またࠄ発
できるਕとできないਕのࠫもଚࡑする。ルインࢱはؘ国の#MeToo ӣ動の成Վは、๭力・ࠫพを取りת
く社会や制度がどのように構成されているのかが෱߁く理մできたことや、クィΠӣ動やコミϣニティ
の中でのࠫพやཊѻにଲするࠄ発にもഀٶしたことであるとޢった。٢ஏࢱからは、日本の#MeToo や
フェミニθムの߁がりが多くのਕにबஎされ、ҫ学෨೘ࢾにおける⼥子ࠫพ໲ୌの取り上げなどݺพの
ޯ੹があるҲ๏、#MeToo ӣ動が集஄的な動きとしては成り立っていないという指ఢも行われた。そし
てそのࠞ本的なགྷҾとして、日本という国Պと国຿が、Ҝ҈෌໲ୌにਜ਼໚から向き合ってこなかった点
をڏげた。国Պ的な性๭力がなかったことのようにされている中では、#MeToo ӣ動もあたかもଚࡑし
ていないかのように、ϟディΠや社会から໩ࡶされる。これが日本において#MeToo ӣ動が社会ӣ動と
しての੟り上がりをܿく理༟ではないか、とफ़΄た。 

 ポスト#MeToo の変Կについてݘ金ࢱは、ؘ 国は਄ࠃなバックラッシϣからもポスト#MeToo とݶえる
ஊ֌ではないが、#MeToo の成Վとしてஏ๏で立๑Կに結びついたことや組織の中で໲ୌմ݀をする多
༹な経ݩを得たことをڏげた。同ͣ⼥性でもҩう経ݩをࠄ発する#MeToo から社会の中で連ଵし合うˎ
WithYou ΃どのように変Կしていくかがٽめられている。ルインࢱからは、ؘ国でのトランス⼥性を取
りתくয়ڱがޢられ、⼥子大におけるトランス⼥性णけ೘れにଲするൕԢは日本でも同ͣようなয়ڱで
あったことがৰれられた。Ҳ連の࿫ୌがトランスジェンダーと⼥性、フェミニθムとトランスジェンダ
ー・クィΠといった෾இとして理մされ、#MeToo 以降トランス⼥性がՅ֒ंとҒ஖෉けられてしまっ
たことにもܱࠄを໒らした。 

 最ޛの質ٛԢ౶とまとめでは、インターセクショナリティについての࠴ࢻを共༙したうえでの連ଵや
性的同қなどの٠࿨にも発展して、本シンポジウムは終྅した。 

 ࿧୴౲：՘Ԯ಺ԟ（お茶の水⼥子大学大学Ӆദ࢞前期՟ఖ）ى
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▶ 2021 ೧ౕ IGSʀIG/  ───────────ࡋεンϛジΤム৆ࡏಋ国߻

国ࡏεンϛジΤム（ジェンダー研究所ʀグローバルリーダーερプ研究所ڠಋ） 

リーダーερプのஏฑ 
ジェンダーฑ౵ਬ਒のͪΌのཀྵ࿨とࣰભ 
 
 

ʴ日時ʵ2021 年 11 月 15 日（月）18:00ʛ20:00 

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴخ௒ߪԍʵ 
ロージー・Ϋϡンベル（Ϋングス・ΩϪッジ・ロンドン教द・⼥
性リーダーシップグローバル研究所⻑） 

「⼥性の政治ࢂՅ：ӵ国のίーススタディから」 

ʴディスΩッγントʵ 
Ϋϡロル マイルθ（お茶の水⼥子大学助教・グローバルリーダ
ーシップ研究所研究員） 

大໨௜子（ੂࢃ⼥学Ԅ大学ࢥߪ、グローバルリーダーシップ研究
所ٮ員研究員） 

ਅⅰᒉ（お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所教द） 

ʴパϋルディスΩッションϠデϪーターʵ 

ঘྜྷ੥（お茶の水⼥子大学教द・グローバルリーダーシップ研究所⻑） 

ʴ૱合࢚会ʵރ୫ཇ子（お茶の水⼥子大学教द・ジェンダー研究所⻑） 

ʴѭࡲ・टࢭઈ໎ʵ 

石井クンツ昌子（お茶の水⼥子大学理事・副学⻑／グローバル⼥性リーダー育成研究機構⻑） 

ʴक催ʵグローバル⼥性リーダー育成研究機構 グローバルリーダーシップ研究所 ジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日ӵ（同時௪༃） 

ʴࢂՅं数ʵ167 ໌ 

ʴटࢭʵ 

本シンポジウムは、2018 年̔月ジェンダー研究所とグローバルリーダーシップ研究所が共同開催し、
⼥性政治リーダー育成の実ભについて٠࿨した国際シンポジウム「⼥性リーダーはいかにして「育つ
かʃ」に続くة画であり、ࠕյは⼥性の政治ࢂՅの௒ࠬ研究に঱点をあてる。ӵ国Ϋングス・ΩϪッジ・
ロンドンの⼥性リーダーシップグローバル研究所の所⻑であり政治学教दであるロージー・Ϋϡンベル
、をً点にࠄՅのジェンダーάϡップについての研究ๅࢂԍंとしてডᡊ。ӵ国における政治ߪ௒خをࢱ
政治෾໼の⼥性のリーダーシップについてグローバルなࢻ点から٠࿨する。日本では⼥性がࢂ政ݘを得
てから 70 年以上経つが、2021 年 10 月の૱મޛڏの़٠Ӆの⼥性٠員ർིは 9.7ˍ。⼥性の国会٠員は
なͧଁえないのか。そのഐܢには、ୱなるਕ数の໲ୌではないジェンダーάϡップがଚࡑする。⼥性の
政治ࢂՅの্ปとなっているのはՁなのかʃ⼥性がより政治に関ৼを࣍ちࢂ画するにはՁがචགྷなの
だろうかʃ  
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ʴ開催ๅࠄʵ 

2021 年 11 月 15 日（月）、お茶の水⼥子大学グローバル⼥性リーダー育成研究機構क催によるオンラ
イン国際シンポジウム「リーダーシップのஏ平：ジェンダー平等ਬ進のための理࿨と実ભ」が開催され
た。ӵ国のΫングス・ΩϪッジ・ロンドンの政治学教दであり⼥性リーダーシップグローバル研究所の
所⻑もແめている、ロージー・Ϋϡンベルࢱをخ௒ߪԍंとしてডᡊし、パϋルディスΩッションには、
IGS のਅⅰᒉ教द、IGL IGL、ࢥߪ学Ԅ大学⼥ࢃ員研究員の大໨௜子ੂٮ 研究員のΫϡロル マイルθお
茶の水⼥子大学グローバルชԿ学؂助教がࢂՅ。10 月の૱મڏの結Վもߡࢂにした、日本の政治におけ
るジェンダーάϡップについての٠࿨に、160 ໌を௔えるࢂՅंがࣘをܑけた。 

Ϋϡンベルࢱのخ௒ߪԍ「⼥性の政治ࢂՅ：ӵ国のίーススタディから」では、ӵ国における政治ࢂ
Յのジェンダーάϡップについての研究成Վがๅࠄされた。2019 年の૱મڏの結Վ、ӵ国ԾӅの⼥性٠
員ർིは 34ˍとなっている。⼥性٠員ଁՅのܘ機となったのは 1997 年の૱મڏであった。࿓ಉౚが独
ࣙに⼥性だけのޫึंリストをࡠ成したりୂ৮ंの࿰に⼥性ޫึを立てるなどの๏ࡨをとり、積極的に
⼥性٠員を౲મさせ、政ݘを取った。以པ、これにแって、ӊഁを代表するฯगౚも؜めた他の政ౚも、
⼥性٠員のౌ༽に積極的に取り組んでおり、その成Վが上がっている。 

౦ධするଈに目を఺ͣると、஋⼥の౦ධིにはࠫはみられない。しかし、౦ධ行動、つまりどういう
する。2000ࡑ६でධを೘れる政ౚをમ΁か、という点ではジェンダーάϡップがଚخ 年に発表された、
ロナルド・イングルハートとピッパ・ノリスの共ஸ࿨ช「ジェンダーάϡップのグローバル理࿨」では、
ྼ࢛的に⼥性は஋性よりもӊഁを࣍ࢩするܑ向がکかったが、⼥性の教育Ϫベルが上がり社会進出が進
΋とࠪഁ࣍ࢩに఺ͥるという理࿨がࣖされた。しかし、ӵ国はこの理࿨とҲ஗していなかった。ӵ国に
おいて⼥性のࠪഁܑ࣍ࢩ向優Ғが初めて֮೟されたのは 2017 年の૱મڏで、2019 年の૱મڏでもこの
ܑ向が継続した。なͧこうした変Կがًきたのかを෾ੵしたのが、Ϋϡンベルࢱがロδリンド・ショロ
ックスࢱとの共ஸで 2021 年に発表した࿨ช「ようやく時流に৒ったのかʃ2019 ӵ国૱મڏにおけるジ
ェンダーと౦ධ」である。 

この࿨ชでは、2017 年と 2019 年の૱મڏ、そして 2019 年のԦय٠会મڏの際の౦ධ行動について、
性พと年ྺ૜、価஍観、EU ཯୦࣍ࢩ、経済／ࡔ政観それぞれとの૮関関ܐが෾ੵされた。その結Վみえ
てきたことのͽとつは、以前は଒する社会֌څがགྷҾとなっていた౦ධ行動パターンが、くͥれてきた
ということであった。ྭえͻ、中流֌څの⼥性はฯगౚܑ࣍ࢩ向だったが、࿓ಉౚܑ࣍ࢩ向がکくなっ
てきている。ブϪクジットが૬点となった時には、特に஋性の࿓ಉౚ࣍ࢩ૜のうち EU ཯୦࢏成ഁがฯ
गౚに౦ධするという動きもあった。 

1997 年以降のӵ国の二大政ౚ制の特௅として、ฯगౚと࿓ಉౚの政ࡨがࣇ௪っていたことがある。し
かし、2017 年の૱મڏの際には、ジェϪミー・コーϑンというඉ৙にࠪཏ的な政治Պが࿓ಉౚのౚडで
あり、ฯगౚとのҩいがળ໎になった。このમڏの૬点はฯगౚ政ݘによるەक़ࡔ政政ࡨであった。ޮ
的ࢩ出のݰࡡの生活΃の⻑期的なӪڻをৼഓした 40 代以Ծの⼥性たちのධが࿓ಉౚに流れ、⼥性のࠪ
向優Ғという変Կが生ͣたのだ。また、2019ܑ࣍ࢩഁ 年のԦय٠会મڏでは、ऑい੊代の⼥性のྚのౚ
 。໲ୌ΃の関ৼなどの価஍観も౦ධ行動にൕӫされたڧ؂、が高いというܑ向もみられるなどི࣍ࢩ

ここから導き出された結࿨は、౦ධ行動におけるジェンダーάϡップは、஋⼥のพだけでなく、年ྺ
૜や政ౚ間のڟ૬の性質、その時に特に૬点となっている՟ୌはՁかといった複合的なགྷોによってࠪ
ӊされるということである。 

パϋルディスΩッションは、Ϋϡロルࢱのコϟントで開始された。2021 年 10 月の૱મޛڏの़٠Ӆ
の⼥性٠員ർིは 9.7ˍ。2018 年に施行された「政治෾໼における஋⼥共同ࢂ画のਬ進に関する๑ཱ」
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に、֦政ౚが⼥性ޫึंをଁやすଲࡨをとることがوఈされてはいるが、その成Վは上がっていない。
特に政ݘ༫ౚであるࣙ຿ౚは⼥性のౌ༽にভ極的である。ΫϡロルࢱはそのགྷҾとして、日本の社会ช
Կ的、そして経済的ഐܢが大きいとफ़΄た。日本において、政治は஋性の࢕事とみなすߡえ๏はࠞکく
っている。そうした中で、Պఋ಼のໃঊ࿓ಉのकな୴いघである⼥性が、౲મするためにචགྷとされ࢔
る「ジバン（ஏ൭）、Ωンバン（؅൚ʻݠॽ）、Ωバン（ᷧʻࣁ金）」のࢀགྷોをघに೘れることはೋしい。
日本においては、າだにࠞکく࢔るఽ౹的なジェンダーو൥が、⼥性٠員ଁՅの্֒になっているとい
う指ఢである。 

大໨ࢱからは、日本のஏ๏٠会のジェンダーバランスについてのઈ໎があった。ஏ๏٠会全体での⼥
性٠員ർིは༁ 15ˍ。౐ಕැݟϪベルとࢤௌଞϪベル、また౐ࢤ෨とஏ๏でのҩいはあるものの、૱ͣ
て⼥性٠員の数はඉ৙にঙない。中でもࣙ຿ౚの⼥性٠員は特にঙないが、わͥかͥつではあるものの、
஥実に数をଁՅさせているܑ向がありその動きに注ࢻしているという。 

ਅࢱからは、日本のݳয়を政治代表性のث機ととらえるࢻ点から、国会٠員のジェンダーや年ྺのย
りが極めて大きいことの໲ୌ点がմઈされた。2021 年 10 月の૱મڏの結Վをみると、20 代、30 代の٠
員がঙなく、その⼥性٠員ർིもఁい。このため、੊代交代が進んでも⼥性の政治代表性は向上しない
Ն೵性が高いと指ఢした。また、ऑい٠員の౲મंにはң新のౚの஋性٠員とࣙ຿ౚの੊ऽ٠員が多い
ため、多༹なऑंの੢を政治にൕӫさせるのはೋしいとߡえられる。結Վとして、ऑंの政治཯れと政
治෈৶が進΋ことがثዩされるとफ़΄た。 

これに続くディスΩッションでは、政ౚ間のڟ૬の॑གྷ性や、⼥性٠員がଁえることによってًきる
変Կなどが٠࿨された。Ҳൢに、政ౚが⼥性٠員をଁやそうとするഐܢには、⼥性ධの֭得という目標
がある。しかし、日本のࣙ຿ౚ政ݘはそれをせͥとも体制ң࣍ができているため、ౚ಼からの変ַの動
きがًこらない。政ౚ間のڟ૬がܻしす͙るのも໲ୌだが、ঙなす͙ると政治のం଼を生ͣさせる。⼥
性の代表性のఁさと社会の変Կが政治にൕӫされないことのݬҾは、政ౚ間ڟ૬がঙない点にあるので
はないか、というのが、Ϋϡンベルࢱの指ఢである。 

ਅࢱからは、٠員数のジェンダーάϡップをմভするのに༙ްなクオータ制（٠ੰのҲఈׄ合を⼥性
にׄり౲てる制度）は、日本での導೘はまだݭしいが、ࠕあるમڏ制度のӣ༽を変えるだけでも、⼥性
٠員ׄ合を̐ׄۛくまでଁやすことはできる、との指ఢがあった。引ୂする٠員のમۢڏには⼥性ޫึ
ंを優઎的に༶立する、ർྭ代表ޫึं໌฿の上Ғにචͥ⼥性ޫึंを೘れる（֦મۢڏブロックごと
にޫึं໌฿の第 1 Ғʛ3 Ғの 3 ਕのうちঙなくとも 2 ਕは⼥性ޫึंにする、など）といった⼥性ޫ
ึंをଁやすӣ༽を֦政ౚが実施すれͻ、֮実に⼥性٠員はଁՅする。また、⼥性٠員がଁえると஋性
٠員もジェンダー՟ୌに関ৼを࣍つように変わり、結Վとして٠会での٠࿨の質的な変Կがًきるとい
う研究結Վも়ղされた。 

大໨ࢱは、⼥性٠員がଁえるということには、஋性の多いڧ؂でこれまでՁとなく౲たり前とされて
きたことにٛ໲が౦げかけられるଈ໚があり、٠員にචགྷな೵力はՁかといったことを໎֮Կするよう
な٠員཈成の実ભがචགྷだとࣖࠨした。٠員཈成の๏ਓやգఖを໎֮Կすることもまた、政治の質の向
上、そして政治の৶བյ෰につながるಕであろう。 

以上のように、⼥性の政治ࢂ画について෱߁くै実した٠࿨が࣍たれた。こうした研究成Վを߁く৚
ๅ発৶し、⼥性٠員のଁՅを目指す実ભや、⼥性政治リーダーの育成、ͽいては政治の質の向上にࣁす
るものにすることが、IGL および IGS の活動においても॑གྷであろう。౲日の٠࿨をまとめたๅࠄॽを
 。行し、ウェブγイト上でޮ開する༩ఈであるק日ޛ

 ඔ（お茶の水⼥子大学リγーο・ΠドミニストϪーター）ޮݬ٤：࿧୴౲ى
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国ࡏεンϛジΤム（ジェンダー研究所ʀグローバルリーダーερプ研究所ڠಋ） 

グローバル⼥性リーダーερプ 
アジア͖Δの఑ݶ 
 
 

ʴ日時ʵ2022 年 2 月 18 日（金）13:30ʛ19:00 �༩ఈ�  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʮ第 1 ෨ 実ભฦ：݀இし、行動するʯ 

ʨ本学および෡଒学ߏԄଖの⼥性リーダーたちによるߪԍ会ʩ 

ʴߪԍʵ 

本ీܣ子（コロンϑΠ大学 Adjunct Professor、ݫ੊ֆ۞行グルー
プ多数国間౦ࣁฯৄ機関⻑ׯ CEO）ʨお茶の水⼥子大学ଖ業生ʩ 

「ਕ生ࢀ໡ࡠのすすめ」 

ʴϑデオϟッセージʵ 

 ଖ業生ʩߏ௜子（Ӌநඊ行࢞）ʨお茶の水⼥子大学෡଒高等学࡜ࢃ

ʴ第 1 ෨࢚会ʵ็月理恵（IGL 特任ࢥߪ） 

ʮ第 2 ෨ 成Վฦ：୵究し、発৶するʯ 

ʨ2015 年度からのグローバル⼥性リーダー育成研究機構（IGL・IGS）の成Վๅࠄʩ 

ʴ第 2 ෨टࢭઈ໎ʵ 

石井クンツ昌子（グローバル⼥性リーダー育成研究機構⻑） 

ʴๅࠄ：IGLʵ 

ঘྜྷ੥（IGL 所⻑）「ࢴたちはफᏓしない：グローバル⼥性リーダーシップの๱ݧ」 

Ԯଞཤ恵（IGL 特任ࢥߪ）「「⼥性リーダー」を取りתくয়2：ڱ つの௒ࠬデータから見えてくること」 

಼౽হߒ（IGL 特任ࢥߪ）「リーダーシップ育成プログラムの開発・実ભと教育ްՎৄݗ指標の開発・活༽」 

ʴๅࠄ：IGSʵ 

୫ཇ子（IGSރ 所⻑）「ジェンダー研究所：ྼ࢛・教育・研究・ϋットϭーク」 

ਅⅰᒉ（IGS 教द）「『ジェンダー研究』の学術的成Վ」 

ઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ）「国際共同プロジェクト：INTPART プロジェクト」 

平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ）「IGS-AIT 交流事業：AIT ϭークショップの 7 年間のٌ੽と成Վ」 

ʴ第 2 ෨進行ༀʵ本ྜྷڻ子（IGL 副所⻑） 

ʮ第 � ෨ 研究ฦ：見極め、ଌえ௜すʯ 

ʨIGL・IGS の特พডᡊ教द・連ܠ研究ंを交えての౾࿨ʩ 

ʴخ௒ߪԍʵ 

᪇成ೈ（ؘ国・ཨ՘⼥子大学໌ߏ༬教द）ʨ2020ʛ2021 年度 IGL 特พডᡊ教दʩ 

「ポストパンデミック時代の新しいパラダイムとしてのΠジΠにおける⼥性リーダーシップϠデル」 

日Ծ෨ښ子（タイ・ΠジΠ޽科大学Ӆ大学教द）ʨIGS 連ܠ研究ंʩ 

「⼥性リーダーの育成：お茶の水⼥子大学とΠジΠ޽科大学Ӆ大学の交流プログラムがࣖすՆ೵性」 
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ʴディスΩッγントʵ 

コリーナ・リΠントプトラ（インドϋシΠ大学०教द）ʨ2021 年度 IGL 特พডᡊ教दʩ 

グロ・クリステンセン（ノルウェー科学技術大学教द）ʨIGS 連ܠ研究ंʩ 

ΩϪン・シϡイΠ（独・デϣースブルグ・Φッセン大学教द）ʨ2016ʛ2018 年度 IGL 特พডᡊ教दʩ 

ジϡン・バーθϪイ（ธ・ノースΩロライナ大学οϡϘルϐル໌ߏ༬教द）ʨ2018ʛ2019 年度 IGS 特พড
ᡊ教दʩ 

ʴ第 3 ෨࢚会ʵ石井クンツ昌子 

ʴ開会ѭࡲʵࠦʓ໨଻子（お茶の水⼥子大学⻑） 

ʴถ会ѭࡲʵރ୫ཇ子 

ʴक催ʵグローバル⼥性リーダー育成研究機構 グローバルリーダーシップ研究所 ジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日ӵ（同時௪༃） 

ʴࢂՅं数ʵ137 ໌ 

ʴटࢭʵ 

 2015 年 4 月のグローバル⼥性リーダー育成研究機構の開設以པ 7 年間の活動の集大成のシンポジウ
ム。機構を構成するグローバルリーダーシップ研究所（IGL）とジェンダー研究所（IGS）における、⼥
性リーダーシップおよびジェンダーに関する教育や研究の成Վを発表し、その಼༲をخに、ΠジΠにお
ける⼥性リーダーについてグローバルかつ多༹なࢻ点から٠࿨した。また、੊ֆを෥ୈに活༄する本学
および෡଒学ߏԄ出身の⼥性リーダーにߪԍをғབし、ݳ代のグローバルなݳ৖でのリーダーシップに
ついて学んだ。 
 

ʴ開催ๅࠄʵ 

2022 年 2 月 18 日（金）、お茶の水⼥子大学グローバル⼥性リーダー育成研究機構क催によるオンライ
ン国際シンポジウム「グローバル⼥性リーダーシップ：ΠジΠからの఑ݶ」が開催された。ʮ第 1 ෨ 実
ભฦ：݀இし、行動するʯ、ʮ第 2 ෨ 成Վฦ：୵ٽし、発৶するʯʮ第 3 ෨ 研究ฦ：見極め、ଌえ௜
すʯというプログラム構成であり、第 2 ෨では、グローバルリーダーシップ研究所（IGL）とジェンダ
ー研究所（IGS）の 2015 年以降の事業಼༲とその成Վのๅࠄがなされた。 

2015 年度からの IGS の事業活動は、日本におけるジェンダー研究の国際的研究ڎ点として、高水६の
研究プロジェクトの実施と、国際的な研究ϋットϭークの構築をਬ進することがकءとされている。第
2 ෨における IGS のๅࠄでは、IGS における国際的研究ڎ点としての事業活動のેخには、その前身組
織が創立された 1975 年以པのڎ点ܙ成活動と研究ϋットϭーク構築があることがࣖされた。特にރ୫
ཇ子 IGS 所⻑によるๅࠄ「ジェンダー研究所：ྼ࢛・教育・研究・ϋットϭーク」では、シンポジウム
等のイベント開催、ք֐からの研究ंডᡊ、教育プロジェクト、学術発৶、ชݛफ集といった事業活動
全体が、所଒研究ंによる研究活動をخ൭に連動・連結していることがઈ໎された。 

ਅⅰᒉ IGS 教दによる発表「『ジェンダー研究』」では、ਅ教दがฦ集⻑をແめる『ジェンダー研究』
が、نགྷから学術ࢿにܙସおよびฦ集๏ਓが変ߍされ、੊ֆ中の研究ंが質の高い઎୼研究の成Վを౦
された。ઍഀ༟Յ཮ࠄになることを目指していることがๅࢿࡸするߚ IGS 特任ࢥߪによるๅࠄ「国際共
同プロジェクト：INTPART プロジェクト」では、ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究セ
ンターとの共同プロジェクトの಼༲と、ઍഀࢱが同プロジェクト಼で実施した生殖ҫྏに関する国際ർ
ֳ研究成Վがๅࠄされた。平໼恵子 IGS 特任ࢥߪ「IGS-AIT 交流事業：AIT ϭークショップ」では、2001
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年度に開始されたΠジΠ޽科大学Ӆ大学（AIT）との大学Ӆ生の交׷研रプロジェクトが、以པ 20 年か
けてകってきた成Վがๅࠄされた。 

IGL が 2015 年度から展開してきたリーダーシップ研究とその成Վ発৶、本学におけるリーダーシッ
プ教育、そして⼥性リーダーシップ研究の国際的なϋットϭーク構築の活動は、「⼥性」「ΠジΠ」「グロ
ーバル」というࢻ点からのリーダーシップ研究の進展をਦるものである。リーダーシップ研究の෾໼で
は、ݳ代のリーダーシップについての෾ੵ研究がなされているが、それはまだ、੊ֆ的にචགྷとされて
いる⼥性リーダーのଁՅにはචͥしも結びついていない。また、リーダーシップ研究の多くはԦธ発で
あることから、ΠジΠชԿݏにおいても同ͣ理࿨があてはるとはݸらͥ、よりグローバルな研究の展開
そしてその成Վの発৶がචགྷとされている。 

第 2 ෨における IGL のๅࠄ「ࢴたちはफᏓしない：グローバルリーダーシップの๱ݧ」（ঘྜྷ੥ IGL

所⻑）、「「⼥性リーダー」を取りתくয়2：ڱ つの௒ࠬデータから見えてくること」（Ԯଞཤ恵 IGL 特任
では、前फ़の「༼指標の開発・活ৄݗリーダーシップ育成プログラムの開発・実ભと教育ްՎ」、（ࢥߪ
リーダーシップ研究や国際的研究ϭーク構築の成Վๅࠄと合わせて、大学におけるリーダーシップ教育
の॑གྷ性が指ఢされた。 

第 3 ෨では、IGL と IGS の特พডᡊ教दと連ܠ研究ंをخ௒ߪԍंおよびパϋリストとしてডき、ݳ
代のグローバル社会における⼥性のリーダーシップについてジェンダー研究のࢻ点から٠࿨した。リー
ダーシップというชຼにおけるジェンダーは、੊ֆ経済フΧーラムのジェンダーάϡップ指数がࣖす、
国会٠員やة業のༀ員の஋⼥ർིだけではない。第 2 ෨のԮଞࢱのๅࠄでも指ఢされたように、リーダ
ーシップに性พはないはͥであるが、ڈཔܗのݘ力によるࢩഓや؇理に॑きを஖くリーダーシップは時
に஋性ܗや஋性中ৼ的とݼͻれ、⼥性リーダーに新しく特พなものをٽめるߡえ๏もଚࡑする。 

᪇成ೈ IGL 特พডᡊ教दのخ௒ߪԍ「ポストパンデミック時代の新しいパラダイムとしてのΠジΠに
おける⼥性リーダーシップϠデル」、日Ծ෨ښ子 AIT 教दのخ௒ߪԍ「⼥性リーダーの育成：お茶の水
⼥子大学とΠジΠ޽科大学Ӆ大学の交流プログラムがࣖすՆ೵性」では、これからの時代にචགྷとされ
るリーダーシップのܙの఑Ҍもなされた。また、ディスΩッγントのコリーナ・リΠントプトラ IGS 特
พডᡊ教द、グロ・クリステンセン NTNU 教द、ΩϪン・シϡイΠ デϣースブルグ・Φッセン大学教
द、ジϡン・バーθϪイ ノースΩロライナ大学οϡϘルϐル໌ߏ༬教दからは、ジェンダーو൥を؜΋
ชԿ、政治、経済といった社会的གྷોに߁く目を向けたコϟントが出された。リーダーシップとジェン
ダーについては、さらなる٠࿨の多ֱԿと਄Կが期ଶされる。 

第 1 ෨の本ీܣ子 ݫ੊ֆ۞行グループ機関⻑ׯのߪԍ「ਕ生ࢀ໡ࡠのすすめ」および࡜ࢃ௜子 Ӌந
ඊ行࢞のϑデオϟッセージも؜め、౲日のߪԍおよび٠࿨の৆ࡋについては、ק行༩ఈの本シンポジウ
ムๅࠄॽでおಣみいただきたい。 

 ඔ（お茶の水⼥子大学リγーο・ΠドミニストϪーター）ޮݬ٤：࿧୴౲ى
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▶ 2021 ೧ౕक࠷ IGS セϝψー৆ࡋ────────────────── 

IGS セϝψー（ਫ਼৫྘ҮεϨーθ） 

ঐۂ的੠ࢢバンέͶؖする໲ୌ 
ྛཀྵʀジェンダーʀऀճ的ଈ໚͖Δ 
 
 

ʴ日時ʵ2021 年 7 月 2 日（金）17:00ʛ18:30  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴߪԍʵ 

スティン・W・ΦイドリΠン（オールボー大学०教द） 

Subversive practices of donor sperm: Ethics on the border 

（੠子఑ڛのしたたかな実ભ：ྛ理の国ڧ） 

ʴ࢚会ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵӵޢ（日本ޢ஠࣏௪༃） 

ʴࢂՅं数ʵ138 ໌ 

ʴटࢭʵ 

AID（఑ڛ੠子によるਕ޽द੠）は、日本でもすでに 70 年以上実施されてきているが、ۛ年、੠子ド
ナーの෈ଏが大きな໲ୌとなっている。デンマークには、੊ֆ༙数のঐ業ベースでの੠子バンクが複数
ଚࡑし、ۛ年それらが日本のマーίットにもࢂ೘しようとしている。本セミナーでは、スティン・Φイ
ドリΠンࢱが、デンマークの੠子バンクと෈ೝ治ྏクリニックで 10 年の間ֶをあけて行った 2 つの຿
ଔ学的フィールドϭークの結Վをࣖしながら、デンマーク国ڧをӿえての੠子の൤ജやマーίティング
が実ભされる中で、ชԿや๑ཱのҩうஏҮで੠子のঐ業Կを進める上でのو൥的な交মがどのように行
われているのかについてๅࠄした。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

੠子఑ڛはݻくからある生殖技術だが、この技術は、Պଔ、セクシϣΠリティ、ਕझ、ਜ਼৙性、݄ԓ
関ܐ、ҿଔ関ܐについての઎೘観を෶すものであり、੊ֆ中で政治的、ྛ理的、و制上の࿨૬の引き金
にもなってきた。そして୯に੠子఑ڛす΄きか、੠子ドナーをどのように෾ྪしどうやってમ΁΄きか、
݄ԓやҿଔといった関ܐをどのように体ܧԿす΄きか、݊߃リスクのない఑ڛはどのようにしたら実施
Ն೵かといった٠࿨も生み出してきた。デンマークに຿間੠子バンクが出ݳしてきたことで、こうした
٠࿨が、国ڧをӿえた੠子の൤ജや生殖ҫྏをٽめるਕʓのツーリθムの໲ୌともཙみ合うようになっ
てきている。 

デンマークの੠子バンクは੊ֆ的にも༙໌であり、ۛ年、੠子఑ंڛの෈ଏから AID（఑ڛ੠子によ
るਕ޽द੠）の実施が立ち行かなくなっている日本にも進出してきている。本ๅࠄでは、ΦイドリΠン
身がデンマークの੠子バンクと෈ೝ治ྏクリニックでࣙࢱ 10 年の間ֶをあけて行った 2 つの຿ଔ学的 
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フィールドϭークの結Վをࣖしながら、デンマーク国ڧをӿえての੠子の൤ജやそのཤ༽をめ͛ってど
のようなことが展開されているかを়ղし、デンマークの੠子バンクの੠子఑ڛが৶བを得てきたգఖ
や、国によってҡなるชԿや๑ཱ、೟ࣟがある中でどのようにو൥的な交মが行われ、ࡑݳの実ભ΃と
つながってきているのかをๅࠄした。そして఑ڛ੠子や生殖ツーリストたちが国ڧをӿえることでًこ
っている࿨૬によって、どんなو൥の変Կがًきるのかということについても΀れた。 

ΦイドリΠンࢱはまͥデンマークの੠子バンクのྼ࢛を়ղした。デンマークでは 1976 年に Central 

Sperm Bank Foundation が設立され、これがデンマーク全ౖ΃の੠子の෾ഓを行っていたという。1970 年
代、デンマークでは෈ೝ治ྏはޮ的な生殖ҫྏ機関でしか行われておらͥ、ं׳も΃テロセクシϡルの
Ωップルが中ৼであったため、੠子఑ڛもドナーはಙ໌をخ本とし、子どもやबҕ΃఑ڛ੠子のཤ༽を
ඁືにしておくことがਬওされていた。しかし、1982 年にデンマークで初の体֐ण੠ࣉが生まれたこと
をきっかけに、຿間のクリニックでも෈ೝ治ྏが行われるようになり、それまでの中ԟ੠子バンクにՅ
え、຿間の෈ೝ治ྏを行うクリニックのಉきかけもあってঐ業的な੠子バンクがஂ生することになった。
そうした຿間クリニックが同性Ωップルやシングルの⼥性にも఑ڛ੠子による治ྏを実施するように
なって、ঐ業的な੠子バンクのニーθがより高まったとݶえる。そして、これまで੠子ドナーはಙ໌఑
 。のニーθも生まれるようになったڛから、ඉಙ໌のドナーの੠子఑ڱが౲たり前だったয়ڛ

さらに੠子の౜結技術や༎ૻ技術の発ୣに൒って、こうしたঐ業的੠子バンクがデンマークのみなら
ͥ、ঀ֐国΃も進出することになった。国ڧをӿえた੠子のঐ業的取引では、੠子バンクはデンマーク
のみならͥ、Ϧーロッパ連合（̜̬）、および進出する国の๑ཱやو制をॳगし、その国ならではのྛ理
的なଈ໚にഓྂすることがٽめられる。そしてさま͡まなو൥が再構築されることになった。Φイドリ
Πンࢱは、同性Ωップルやシングル⼥性΃の੠子఑ڛをめ͛る٠࿨や、Ϧーロッパでًこったࣙހद੠

（do it yourself sperm）についての政治的な࿨૬の事ྭなども়ղしながら、生殖技術にはࠫพ的なՆ೵
性も؜まれてはいるが、生殖技術を௪して੊ֆをߡえることは、どうしたらາཔをより໎るくࠫพのঙ
ない੊ֆに変えていくことができるのか、そのϐントを༫えてくれることにもなると、ࣙ身のߡえをफ़
΄た。 

Ϫクοϡーのޛには、ࠕ、日本でも関ৼの高い໲ୌであるため、ࢂՅंから 30 ݇をӿえる質໲やコϟ
ントがرせられ、15 ෾ほどԈ⻑して、ΦイドリΠンࢱがԢえた。 

࿧୴౲：ઍഀ༟Յ཮（IGSى 特任ࢥߪ） 
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IGS セϝψー 

ೖ本⽂学Ͷ͕͜る෗໊ؖܐ 
ཋ๮ʀ๭ྙʀࢩഓʀఏ߇ 
 

ʴ日時ʵ2021 年 7 月 8 日（໨）18:00ʛ19:30 

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴߪԍʵ 

ϪティツィΠ・グΠリーニ（国際خಞ教大学助教） 

「日本のΠンティβϋーたち：ֱీޭ代「෗のボール」をघがかりに」 

٢ஏ優ඔ（お茶の水⼥子大学ײخ研究Ӆリγーοフェロー、日本
大学他ඉ৙ࢥߪۊ） 

「໼ࣥߖ生子ช学にみる෗と໊：෗に߇うʬॽくʭ໊の෼ޢ」 

ʴ࢚会・౾࿨ʵރ୫ཇ子（IGS 所⻑／お茶の水⼥子大学教द） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅं数ʵ64 ໌ 

ʴटࢭʵ 

 ช学において਎子関ܐは、ݻཔ、༺の౨੤を໲わͥຬ国共௪のテーマである。しかし、日本ช学におい
て、෗と໊の関ܐをඵいたۛݳ代ช学は、ࡠ඾数も研究もർֳ的ঙないܑ向にある。日本のۛ代Պ෗⻑制
社会の中で௞໩させられてきた໊のଚࡑは、Պ⻑である෗との関ܐにおいて、あるいは高度成⻑期以降の
代日本ช学がݳۛ、される΄き໲ୌである。本セミナーではࡱߡというชຼにおいてࡑ代社会の෗の෈ݳ
ඵく෗と໊の関ܐについて、ཋ๮・๭力・ࢩഓ・ఏ߇といった໲ୌܧをࢻ໼に٠࿨する。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

2021 年 7 月 8 日（໨）IGS セミナー「日本ช学における෗໊関ܐ：ཋ๮・๭力・ࢩഓ・ఏ߇」がオン
ライン開催された。日本ช学において、෗と໊の関ܐをඵいたۛݳ代ช学は、ࡠ඾もその研究も、数ঙ
ないܑ向にある。ๅंࠄのϪティツィΠ・グΠリーニࢱ（国際خಞ教大学ジェンダー研究センター助教）、
٢ஏ優ඔࢱ（お茶の水⼥子大学ײخ研究Ӆリγーοフェロー）はいͥれも、本学の大学Ӆദ࢞ޛ期՟ఖ
において、໊のࢻ点から෗໊関ܐをඵいた日本のۛݳ代ช学ࡠ඾の研究を進めたऑघ研究ंである。 

グΠリーニࢱのๅࠄ「日本のΠンティβϋーたち：ֱీޭ代「෗のボール」をघがかりに」では、ま
ͥ、なͧ日本のۛݳ代ช学では෗໊関ܐに঱点があてられͥにきたのかがմઈされた。戦ޛの日本のՊ
ఋにおいては、ة業戦࢞としての⻑時間࿓ಉなどが෗਎の෈ࡑをもたらし、฾਎による子のࢩഓが注目
を浴びるようになった。日本ช学研究においてもそれがͽとつのパラダイムとなったといえる。また、
フロイトによる、஋子が෗をଂみ฾਎を性的に思฻するというオイディプス・コンプϪックス࿨が、20

੊نを௪ͣて੠ਈ෾ੵのみならͥ、さま͡まな෾໼に大きなӪڻを༫えてきたΑえに、෗໊関ܐはあま
り関ৼをرせられないテーマであったことが指ఢされた。 

しかしこうした੠ਈ෾ੵ࿨においても、෗໊関ܐの研究に取り組んだ研究ंはいる。中でも、グΠリ
ーニࢱが注目したのは、Lynda E. Boose である。Boose は、λフΧクϪスによるݻ代άリシϡ൷ܸのౌ৖
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ਕ෼のΠンティβϋーに঱点を౲てた。Πンティβϋーは、໣目になった෗オイディプスの๎࿚のྃに
෉きశい、෗のཤӻのためにٚ੝になる。Boose は、この෗໊関ܐを౹制する機制を「Πンティβϋー
に、฾਎ༀをބにおいて෗がଋ子のༀׄをԍͣるܐでは、໊との関ܗとໍ໌した。Πンティβϋー「ܗ
 。๮にԢͣなけれͻならなくなるس੝を෹ってまで෗のٚހいられている໊はࣙک

Πンティβϋーのような໊のࢡをඵくݳ代のࡠ඾として、グΠリーニࢱは、ֱీޭ代の୻ฦঘઈ「෗
のボール」を取り上げた。そのकਕޮも、຦期がんで೘Ӆしている෗にرりశう໊である。しかし、そ
のৼ中は、ਜくす໊のイϟージとはҡなり、໅८と複ࡸ性にຮちている。 

कਕޮは෗を޹きであったことがないとޢる。Պఋ಼での෗਎は、Ҙѻ的で、Պଔをৼ理的にٰଶし
た。子どもୣが成⻑するにつれて、෗はՊఋ಼でݘ力ंとしてѽわれなくなり、ओいଚࡑとなっていく。
大学に進学しՊを出てからは、෗の߈଍からಂれられたと思っていた。しかし、෗と׮全にԓを઀った
ѳをݑをஇつことができない。బఊ的なܐとҡなり、कਕޮは年にҲ度連ཙを取っており、෗との関ܓ
์きながらも、どこかに෗਎΃のࣧ஥ৼがある。෗を؅取る行ҟは、ࢰを֮೟することで෗のࢩഓから
մ๎され、「ͻん͡い」をڥ΁ためだった。しかし、その時がཔると、おջやみの੢を࣏ʓとかけられ、
ഓからಂれようとする中でְࣙされるのは、෗がՊଔに৶ͣさせたࢩ行໊のༀをԍͣてしまう。෗の޻

「෈߀のボールۆ」のଚࡑと、それが఺がってくること΃のڬෑৼが、いつまでもৼのどこかに࢔ってい
ることである。グリΠーニࢱは、そのڬෑৼこそが、෗のࢩഓをబఊ的なものにし、「෗の໊」をࡠり上
げたのだとࣖࠨした。 

٢ஏࢱの研究ๅࠄ「໼ࣥߖ生子ช学にみる෗と໊：෗に߇うʬॽくʭ໊の෼ޢ」は、『ᑎ子』と『ԭࠜ
の՘：Sancta Susanna』という、大ਜ਼຦からদ࿪初ಆに発表された 2 ⻑ՊによるՊ෗ࡠ、඾を取り上げࡠ
制൹൓の෾ੵがࣖされた。໼ߖช学でくりศしඵかれるのは、๭力を൒う෗のཊѻとそれに߇おうとす
る໊のࢡであり、そこには໼ࣙߖ身の෗のࢡが౦Ӫされているという。 

『ᑎ子』で໊は、෗からのཊѻと๭力をणけながら育った身ではありながら、෗に子どもたち΃のѬを
見出そうとしている。しかし෗のଈは、෗と子の関ܐはあくまでも「Պ」制度がوఈするものでありރ
कとしてのݘཤがあるとक௃する。あるқັ、෗もՊ෗⻑制にളられたଚࡑではあるが、າ࠙の໊もま
た、その「Պ」にғଚせ͡るを得ない立৖である。Պ制度にٛ໲をͣ״つつも、それに߇う術を࣍たな
いというᷦ౽がある。『ᑎ子』でࣖされた໊のᷦ౽は、୻ฦঘઈ『ԭࠜの՘』では、ॽくという行ҟによ
る߇いの力を得る。 

『ԭࠜの՘』は、कਕޮからຕ΃のघࢶとしてॽかれている。घࢶには、۱رする೎૒Ӆで目ܺした、
年⻑の೎૒たちによるঙ⼥΃の๭力のඵࣺがある。೎૒たちの表৚から、๭力を༫えるଈがͣ״る性的
չ״がࣖࠨされ、そこに、෗からणけた佅଩ちのىԳが॑͸られる。それはまた、෗による໊の性的ཋ
๮のཊѻのىԳでもある。そのような๭力のࠄ発と合わせてघࢶの中でઈかれるのは、⼥性の性的ཋ๮
のߢఈと、ཊѻする෗΃の߇いである。घࢶの結びにىされた、रಕ⼥の性的ཋ๮をඵいたドイツのՐ
ܸ『੡⼥スδンナ』（Sancta Susanna）からの引༽がそのҋࣖであると、٢ஏࢱはಣみմいた。٢ஏࢱは
また、このࡠ඾は、ࢶࡎܟである『⼥ਕܵ術』をಣ΋、「ॽく」力を࣍つ⼥性எࣟਕにѾてられたघࢶで
もあり、⼥性΃の๭力と性的ཋ๮΃のཊѻにଲするఏ߇をݼびֽけているとफ़΄た。 

質ٛԢ౶では、ࡑݳもғષとしてଚࡑするՊ෗⻑制をഐܢにした力関ܐ΃のٶݶもあったが、グΠリ
ーニࢱがک௒したのは、それとはҡなる新たな෗໊関ܐをඵいたช学ࡠ඾のଚࡑである。また、෗のࢻ
点から໊との関ܐをඵいたࡠ඾もあるとのこと。෗໊関ܐをඵいたࡠ඾研究のޛࠕの展開が期ଶされる。 

ඔ（IGSޮݬ٤：࿧୴౲ى 特任リγーοフェロー） 
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IGS セϝψー（ਫ਼৫྘ҮεϨーθ） 

ਫ਼ཀྵのසࠖ 
 
 

ʴ日時ʵ2021 年 7 月 16 日（金）17:00ʛ19:00  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴߪԍʵ 

Ωースティン・マックロード（Φディンバラ・ϋピΠ大学） 
Bleeding Free: A Documentary Film About Period Poverty 

（生理のසࠖをテーマにしたドΫϣϟンタリーフィルムnBleeding 
Free”から） 

⻑ౣඔن（プラン・インターナショナル・ジϡパン） 
Gender Issues in Japan as Seen through Menstruation: 
The Challenges Posed by Lost Opportunities and Stigma 

（生理からみる日本のジェンダー՟ୌ：機会ଝࣨ・スティグマをめ
͛るࢴたちの໲ୌ） 

ʴ࢚会ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵӵޢ（日本ޢ஠࣏௪༃） 

ʴࢂՅं数ʵ154 ໌ 

ʴटࢭʵ 

๝かに見えるݳ代社会の中で、経済的な理༟から、生理༽඾をघに೘れることにۦ࿓したり、月経の
Ӫڻをणけて、大事なοϡンスをಂした経ݩを࣍つ⼥性はঙなくない。本セミナーでは、最ۛマスϟデ
ィΠなどでもよく取り上げられる「生理のසࠖ」という໲ୌをテーマに、イάリスのΦディンバラ・ϋ
ピΠ大学の研究ंであり、ӫ଀制ࡠのスϘシϡリストであるΩースティン・マックロードࢱと、プラン・
インターナショナル・ジϡパンの研究ंであり活動Պでもある⻑ౣඔࢱنをডいて౾࿨した。まͥマッ
クロードࢱがドΫϣϟンタリーӫ画 Bleeding Free のࡠ成を௪して見えてきた、月経のӪڻでさま͡まな
がプラン・インターナシࢱౣ⻑し、࣏にࠄについてๅڱ࿓に௜໚するӵ国やウΪンダの⼥性たちのয়ۦ
ョナル・ジϡパンで実施した「日本のユース⼥性の生理をめ͛るқࣟ௒ࠬ」の結Վをもとに、日本の⼥
性が月経のӪڻで์える໲ୌについてๅࠄした。そしてࢂՅंからの質໲やコϟントに౶えるܙで、ジ
ェンダーのࢻ点からこれらの໲ୌを٠࿨した。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

年ࡤ 11 月に開催した IGS セミナー（生殖྘Ү）「月経教育と⼥性の生֖の݊߃」でも、月経と⼥性の
Յंから༹ʓなフィードバックをいただいた。そして、ほとんどの⼥性がҲࢂ、の໲ୌを取り上げ߃݊
生のうちにҲఈ期間、経ݩする身ۛな生理学的ݳেでありながら、あまり٠࿨する機会がなかった月経
の໲ୌをրめて೟ࣟさせられた。Յえて新ܗコロナの״ઝが֨大する中、最ۛでは৮৖やΠルバイト઎
をࣨったり、Պఋの経済的な理༟から、生理༽඾をघに೘れることにۦ࿓している⼥性たちがいるとい
う໲ୌについて、ϟディΠでもしͻしͻとりあげられている。そこで、本セミナーでは「生理のසࠖ」 
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（Period Poverty）をテーマに、イάリスのΦディンバラ・ϋピΠ大学の研究ंおよびӫ଀制ࡠのスϘシϡ
リストであるΩースティン・マックロードࢱと、プラン・インターナショナル・ジϡパンの研究ंであ
り活動Պでもある⻑ౣඔࢱنをডいて、සࠖと月経の໲ୌをジェンダーのࢻ点から౾࿨した。 

マックロードࢱは、Φディンバラ・ϋピΠ大学の学生や同྇とともに 2018 年から生理のසࠖをテー
マにしたドΫϣϟンタリーӫ画の制ࡠを開始し、本セミナーの 1 か月前にӫ画『Bleeding Free』を׮成
させ、スコットランドで初上ӫした。本セミナーではそのӫ画のҲ෨を়ղしながら、生理のසࠖがऑ
い⼥性やঙ⼥たちの教育やਕ生のοϡンスにどのようなӪڻを༫えているかを఑ࣖした。スコットラン
ドでは 2020 年 11 月に The Period Products (Free Provision) (Scotland) Act 2021 が制ఈされ、2021 年 1 月よ
り施行されている。これは生理༽඾をචགྷとするスコットランドのす΄ての⼥性とঙ⼥が、とくに教育
機関やޮ共の৖において生理༽඾をໃঊでཤ༽できるようにするという๑ཱである。ӫ画は、この๑ཱ
の制ఈをきっかけに大学に設஖する生理༽඾ディスϘンγーを設計した 3 ਕのスコットランドਕ学生の
活動を࣢にඵいている。政ැの政ࡨϪベルから、学生や⼥子学生による教育機関಼での活動まで、生理
のසࠖにଲするқࣟを高めるためのさま͡まなΠプローοがあり、これを়ղした。また同ӫ画の中で
は、ウΪンダでの活動も取り上げ、⼥子に再ཤ༽Ն೵な生理༽ナプΫンのࡠり๏を教える学಼ߏでのプ
ロジェクトや、コミϣニティフΟシリテーターや高ྺंもࢂՅして、⼥性が生理༽パッドを੣ଆし൤ജ
する事業を立ち上げる活動や、月経に関する݊߃教育΃のγポート等さま͡まなΠプローοを়ղして
いる。そしてこうした活動に஋性もתきࠒみ、߁いコミϣニティの࢏同を得て、Ӯ続的な成ޯとӪڻ力
を࣍つචགྷがあるとマックロードࢱはफ़΄た。 

࣏に中ౣඔࢱنは、プラン・インターナショナル・ジϡパンで、2021 年 3 月に実施した௒ࠬ結Վにخ
Ͱいて、日本における生理をめ͛るݳয়と՟ୌについてफ़΄た。中ౣࢱは、まͥ生理が日本ชԿの中で
タブー（صے）として⻑くとらえられてきたྼ࢛的経Ҥをઈ໎し、続いて「日本のユース⼥性の生理を
め͛るқࣟ௒ࠬ」の結Վの中で特に注目す΄き点を়ղした。日本の 15ʛ24 の⼥性༁ࡂ 2000 ਕをଲে
に実施した生理と日৙生活についての௒ࠬの結Վから、「फ೘がঙない」「生理༽඾が高ֻ」「਎がഛって
くれない」などの理༟で、生理༽඾を೘घできなかったり、߬೘をためらった経ݩを࣍つਕが 10 ਕに 3

ਕもおり、また生理༽඾や生理に関連するఁ༽ྖピルや௩みࢯめなどの༂の߬೘は、交際費や交௪費、
ඔ༲代などにർ΄ると優઎ॳҒがఁいことが়ղされた。また、2 ਕに 1 ਕが生理௩にۦしみ、10 ਕに
3 ਕが生理で学ߏ・෨活・৮৖でのஙࠃ・ܿੰ・૥ୂ、機会ଝࣨを経ݩしていたことなどにもৰれた。
こうした௒ࠬの結Վをಁまえて、生理のӪڻをणけて大事な機会をଝࣨしているऑい⼥性が多いことに
ついてٶݶし、月経にଲするスティグマをあらため、Ӈすのではなく、ޮにޢり、໲ୌをՆࢻԿさせる
ことが॑གྷであり、学ߏでの性教育のචགྷ性をक௃した。 

本セミナーは、஋⼥を໲わͥ、数多くのࢂՅंからたくさんのフィードバックや質໲をいただいた。
またドΫϣϟンタリーӫ画『Bleeding Free』には、IGS が日本࣊ޢປをつける計画が進行中である（本ๅ
ॽࠄ 79 นࢂল）。                    ى࿧୴౲：ઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
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IGS セϝψー 

ジェンダーɼΦηωεティɼٗ೵ࣰस੏  ౕ

ʴ日時ʵ2021 年 7 月 23 日（金・ॗ）14:30ʛ17:30 

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴๅࠄʵ 

ϭオデ・ハニフΟー・イスティコマー（Ҳڰ大学大学Ӆദ࢞ޛ期՟ఖ） 

「『理想の技೵実स生』の育成：インドϋシΠ技೵実स生プログラ
ムを事ྭとして」 

૧಼চ子（ラバル大学大学Ӆദ࢞ޛ期՟ఖ／౨ښ学ܵ大学特任ࢥߪ） 

「パンデミックとジェンダー/Φスニシティ：ࡑ日ベトナムਕ⼥性
のࠖೋと連ଵのՆ೵性」 

ʴディスΩッγントʵ 

ΠϲィϢンティ・Πジス（インドϋシΠ大学ࢥߪ） 

ʴ࢚会ʵ平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日ӵ（同時௪༃༙） 

ʴࢂՅं数ʵ117 ໌ 

ʴ開催ๅࠄʵ 

 本セミナーは、コロナՔでࠖೋに௜໚するҢे࿓ಉं、特にۛ年ଁՅする⼥性技೵実स生について、
ジェンダーやΦスニシティのଈ໚からとらえるものである。技೵実स生がૻ出国とཔ日ޛの日本でどの
ような経ݩをするのか、໲ୌ点とそのմ݀という໚から٠࿨を行った。技೵実स制度は、1993 年に౏上
国΃の「技೵Ң఺」による国際߫ݛを໌目に始まり、ࠕ日では日本のঙ子高ྺԿによる࿓ಉਕݰ޳ঙを
ึう࿓ಉ力ण೘制度となっている。2019 年֐国ਕ࿓ಉंの 23.3%をઐめ、本セミナーで取り上げるベト
ナムとインドϋシΠは、技೵実स計画೟ఈ数（実स実施ة業が఑出した実स計画を޲生࿓ಉ大਋が೟ఈ
した数）の 1 Ғと 3 ҒにҒ஖している。 

 ϭオデ・ハニフΟー・イスティコマーࢱは、インドϋシΠ技೵実सプログラムを事ྭとし、いかに理
想の技೵実स生が育成されるのか「身体のཱوԿ」のଈ໚をݳஏ௒ࠬにخͰいてๅࠄした。日本΃の技
೵実स生のૻり出しは、初期のஊ֌では日本とインドϋシΠ政ැ間の合қにخͰき、੣ଆ業やݒ設業に
ॊ事する஋性が中ৼであった。1980 年代になると、຿間ૻり出し機関のࢂ೘によりࢤ৖وໝが֨大し、
⼥性のู集がଁՅし、ৱ඾੣ଆ、ڕ業、೸業などの৮झがՅわった。また日本での技೵実स経ंݩが、
ૻり出し機関の日本ޢ教ࢥや৮業܉࿇所のࢥߪとして、育成プログラムにࢂ༫するようになった。ϭオ
デࢱは、技೵実स生育成プログラムは、Disciplinary Institution（Foucault1975）：ཱوをもとに֪وԿを進
める制度としての機೵をՎたしていることを、インタϑϣーଲেंのซき取りから以Ծのようにմઈし
た。事前研रࢂՅंには、޽৖やݒ設ݳ৖での೓体࿓ಉを想ఈした身体ࠬݗ、体力テストがҲཱに実施
され、ӣໍ共同体としてྊ生活をૻりながらݭしい研रをणける。ण೘会社の޹評価を得るേܗやෲૹ
にすることをགྷٽされ、ྊ生活では઎ഒ・ޛഒ関ܐのϐΦラルΫーと஋⼥ༀׄ෾୴がଚࡑし、ࣞୄ܋の
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教育やޢ௒されることで「ॊॳな身体」として育成される。Յえて、日本کマスΫϣリニティが、ཱو
日本のྛ理やマナーのस得がٽめられるともに、Պଔや国の໌༬をഐෝうことも܃りศし指導される。
実स生の中にはこのようなݭしい研रを評価するंもいた。「理想の技೵実स生」を育成するこれら事
前६ඍは、෈న֪ंを見つけるフィルターであり、༫えられる࢕事をこなす「ॊॳな身体」を構築する
ϟΩニθムでもあった。しかし、ϭオデࢱは研र಼༲と৮झやण೘ة業のགྷٽが合஗するのかにはٛ໲
が࢔るとした。 

 ૧಼চ子ࢱは、COVID-19 パンデミックԾのベトナムਕ⼥性技೵実स生のࠖೋと、連ଵのՆ೵性につ
いて、技೵実स生、ݫ技೵実स生、ࢩԋं΃のインタϑϣーとΠンίートをもとに࿨ͣた。パンデミッ
クによりؾ国できͥ日本に࢔されたベトナムਕは、それ以前から以Ծの̔つの社会的ഥ୥にさらされて
きた。̏）फ೘や教育機会がঙない೸ଞ出身で、Պ෗⻑制社会のもと期ଶされる子どものༀׄとして、
あるいはシングルマδーとして、経済的චགྷ性からҢेを݀இする経済的・ชԿ的ഥ୥、̐）両国間の
Ңे࿓ಉをଇ進するҢेインフラが、Ҳൢ的に࠶ແをෝうҢ動であることによる経済的ഥ୥、３）技೵
実स制度は、ݬଉ的にة業変ߍが෈Նで、ڒされる఺੸にも時間がかかり、Պଔଵ同はڒされͥ、଼ࡑ
期間に期ݸがあるという、制度的なݘཤ・ࣙ༟のഥ୥、̒）௠金は最ఁ௠金にॊい、੭・社会ฯݧྋ、
Պ௠߉ঈޛのफ೘は、日本のසࠖત以Ծという経済的ഥ୥、̓）৮৖での஧間がঙなく、社会関ࣁܐ本
を構築しにくいという社会関ܐのഥ୥、̔）技೵実स機構の฾ޢ૮஌૯޳、຿間ࢩԋ஄体΃のΠクセス
がࠖೋであるというࢩԋ体制やࢩԋंとのつながりのഥ୥。これらが、パンデミック以降の՟ୌとཙみ
合って技೵実स生のࠖೋは਄ࠃԿしたことが໎らかになった。そのͽとつが、⼥性技೵実स生のೝ৹を
め͛る໲ୌである。 

 パンデミック以前、ೝ৹した⼥性は、म࿓をచめؾ国していた。࿓ಉ๑でगられる΄きೝ৹・出ࢊが、
まされていたためである。パࠒされていると思いࢯےしにより、実स生にはڶ༁ॽやૻり出し機関のܘ
ンデミック以降、൶⼥たちがؾ国ࢩԋをٽめることによって、ೝ৹・出ࢊにଲするこれまでのݘཤ৷֒
がࡑݨԿした。この໲ୌに取り組み、ベトナムਕࢩԋをしているのがΩトリック教会である。Ωトリッ
ク・コミϣニティのベトナムਕが連ଵのخ൭となり、教会や SNS を௪し、シスターと日本にҲఈ期間े
΋৶ंによって、実स生等΃のࢩԋが行われた。しかしその活動は、ซき取りや૮஌௪༃を௪しての専
໵Պ΃の「お願い」がϟインである。たとえͻ、໹間中学独立ӣ動は、行政΃のಉきかけによりࡑ日௉
ળਕ⼥性のஏҒを構築したが、ベトナムਕΩトリック・コミϣニティの活動は、౲事ंをࢩԋं、専໵
Պにつな͛活動であるため、॑གྷであるのにՆࢻԿされにくいとݶえる。 

 ディスΩッγントのΠϲィϢンティ・Πジスࢱは、日本の೘؇政ࡨとҢे࿓ಉंणけ೘れのྼ࢛、౨
ೈΠジΠのҢे࿓ಉंがもたらすૻ金のوໝと
国Պ開発の関ܐ、インドϋシΠにおける࿓ಉ๑
րఈをմઈした。 

 質ٛԢ౶では、インドϋシΠと日本における
構ଆ的໲ୌや、ࢩԋの連ଵのՆ೵性についてな
ど、国ڧをӿえるە٦な՟ୌについてセミナー
 。Յंもまͣえての٠࿨が展開されたࢂ

೭（フェリス⼥学Ӆ大学大学Ӆٳ࿧୴౲：新૖ى
ദ࢞ޛ期՟ఖ）  
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IGS 国ࡏフΧーラム（ਫ਼৫྘ҮεϨーθ） 

ड़ࣙをஎる͞と͗なͧ॑要なの  ͖
఑ڛ੠ࢢͲਫ਼ΉΗͪਕͪͬのݩܨとࢧ  ͏
 

ʴ日時ʵ2021 年 8 月 29 日（日）15:00ʛ17:30 

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴࢥߪʵ 

ダミΠン・Πダムス（オーストラリΠでの AID 出生ं） 

「๑րਜ਼のためにࢴがิんできたಕ」 

リーン・バスοΠンセン（ベルάーでの AID 出生ं） 

「ベルάーで AID で生まれるということ」 

Յ౽ӵ໎（日本での AID 出生ं） 

「日本での੠子等఑ڛҫྏのྼ࢛とྛ理的な໲ୌ」 

石௫߀子（日本での AID 出生ं） 

「日本で出ࣙをஎるݘཤを実ݳするためには」 

ʴディスΩッγントʵ 

ίン・ダニΦルθ（Ωンタベリー大学・λーシϡルϭーΩー） 

ʴ࢚会ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴ共催 科ɻ研費・خ൭ C「ঀ֐国のഓ۰子ドナーのಙ໌性と出生ंのஎるݘཤのଲ立΃のଲॴに関する研
究」（՟ୌ൬号：18K00034） 

ʴޢݶʵ日ӵ（同時௪༃༙） 

ʴࢂՅं数ʵ187 ໌ 

ʴटࢭʵ 

本オンライン国際フΧーラムでは、オーストラリΠ、ベルάー、日本で、఑ڛ੠子を࢘ったਕ޽द੠
（AID）で出生したਕ 4 ໌がౌஅし、AID 出生ंとしてのࣙ身の経ݩやドナー৚ๅをٽめる活動等の়ղ
を交え、ドナーのಙ໌性にଲするߡえやドナー৚ๅや出ࣙをஎるݘཤをٽめる理༟等についてޢった。
そして༁ 40 年、AID や఑ڛཝ子でܙ成されたՊଔや「出ࣙをஎるݘཤ」の໲ୌについて研究してきた
ίン・ダニΦルθࢱがディスΩッγントとして、多くの国での௒ࠬ結Վをಁまえて、ྒྷ޹な਎子関ܐや
出生ंのΠイデンティティの構築のためにも出ࣙをஎることが॑གྷであるとफ़΄た。そしてフΧーラム
のޛൔでは、AID 出生ंの 4 ਕとダニΦルθࢱがドナー৚ๅや出ࣙをஎることがなͧ॑གྷなのかについ
て౾࿨した。 

【開催ๅࠄ】 

1980 年代から఑ڛ੠子や఑ڛཝ子での出生ंがドナー৚ๅを得ることを๑ཱでฯ্する国がݳれ、そ
れ以降、๑ཱで఑ܗڛ生殖ҫྏでの出生ंの出ࣙをஎるݘཤをฯ্する国もଁえてきた。しかし日本を
はͣめ、າだにഓ۰子はಙ໌఑ڛをخ本とする国もঙなくない。そこで本フΧーラムでは、఑ܗڛ生殖
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ҫྏでの出生ंの出ࣙをஎるݘཤを๑でฯ্することになった੤オーストラリΠयの AID 出生ंと、ま
だ੠子やཝ子のಙ໌఑ڛをخ本とする఑ܗڛ生殖ҫྏを実施しているベルάーと日本の AID 出生ंの
計 4 ਕを迎え、さらに༁ 40 年、఑ڛ੠子でܙ成されたՊଔや「AID 出生ंの出ࣙをஎるݘཤ」の໲ୌ
について研究を続けてཔたίン・ダニΦルθࢱをディスΩッγントにՅえ、ドナー৚ๅや出ࣙをஎるこ
とがなͧ॑གྷなのかについて౾࿨した。 

最初のౌஅं、ೈオーストラリΠの AID 出生ंダミΠン・Πダムスࢱは、同यで఑ڛ੠子やཝ子での
出生ंの出ࣙをஎるݘཤがฯ্されるよう、๑րਜ਼をٽめて、10 年以上もロϑーイングを؜΋活動を続
けてきた。൶はࣙ身の出生ंとしての経ݩや、๑րਜ਼をٽめる活動の中でͣ״た௩みやۦしみについて
り、๑րਜ਼にはグループでの活動が༙ްであったことや、活動をすすめる際に๑ཱやྛ理、科学といޢ
った専໵Պのࢩԋをणけることの॑གྷ性にもٶݶした。 

2 ൬目のౌஅं、ベルάーの AID 出生ंのリーン・バスοΠンセンࢱもࣙ身の経ݩやドナー৚ๅをٽ
めたその理༟等をޢった。ベルάーではഓ۰子఑ڛはҲ෨のྭ֐をঈいて、ಙ໌఑ڛが๑ཱでఈめられ
ている。ベルάーでもバスοΠンセンࢱ等、AID 出生ंが中ৼとなって出生ंの出ࣙをஎるݘཤの๑的
なฯ্をٽめる活動を展開してきたが、ドナーのಙ໌性はࡑݳもң࣍されたままである。൶⼥は、۰ષ
にもオランダでのテϪϑ൬組に出ԍしたことをきっかけにドナーと出会うことができた。しかし、ࣙ෾
にとってのドナーというଚࡑがどのようなқັをなすのかにೲ΋など、ドナーをஎってもす΄ての໲ୌ
がմ݀するわけではないとफ़΄た。 

3 ൬目のౌஅं、日本の AID 出生ंのՅ౽ӵ໎ࢱは、ࣙ身の AID 出生ंとしての経ݩとともに、日本
の AID のྼ࢛的なഐܢとࣙ身のҫྏंとしての立৖も؜めて、఑ڛ੠子のཤ༽に関するݳয়のҫྏシス
テムの໲ୌ点をफ़΄た。Յ౽ࢱは、2003 年、ҫ学෨の 5 年生のときに、HLA の実सを௪して෗਎ࠬݗ
と HLA がまったくҲ஗していないことから、෗਎と生෼学的なつながりのないことをஎったが、਎ܗ
が AID の࿫ୌをඈけたがり、Յ౽ࢱからの໲いに向き合おうとしないことから਎子関ܐにّ࿀が生ͣた
という。この経ݩから、਎がӇそうとすると、生まれた子はӇさなけれͻいけないような๏๑でࣙ෾は
生まれたのかと、ࣙ෾を൳ఈ的にみるようになる。AID のཤ༽をس๮し、ࣙ身のમ択が間ҩっていない
と思うなら、਎は生まれた子に事実をఽえる΄きであるとݶった。そして AID の౲事ंのࣙ助グループ

（Donor Offspring GroupʗDOG)を立ち上げ、ドナーのಙ໌性ഉࢯをٽめる活動を展開してきた経ݩなど
を়ղした。 

4 ൬目のౌஅं、日本の AID 出生ंの石௫߀子ࢱは、෗਎がҪఽ性࣮׳を׳ったことをきっかけに、
฾から AID で生まれ、෗਎とは生෼学的なつながりがないことをࠄஎされた。事実をஎってࣙ身΃のබ
のҪఽのৼഓがなくなったことに҈ṋするҲ๏で、23ـ 年もの間、਎にӇされ、うその上にࣙ෾のਕ生
は成り立ってきたのかというようにͣ״、大きなショックをणけたという。ドナーをஎりたいが、その
理༟は、฾਎と੠子というものからできたのではなく、そこに実際のਕがいたということを֮かめたい
からだという。石௫ࢱもドナーのಙ໌性のഉࢯや出ࣙをஎるݘཤのฯ্をٽめてロϑーイング活動を行
ってきたが、これら௪して、ࠄஎの॑གྷさやドナーがわからないことの໲ୌ΃の理մをٽめることのೋ
しさをͣ״ているとफ़΄た。 

ディスΩッγントのίン・ダニΦルθࢱはまͥ、੊ֆ的に、出生した౲事ंが఑ंڛの৚ๅにΠクセ
スをしたい、Ն೵であれͻ会いたいと๮΋ίースがଁえ、中には DNA 、をしてドナーを୵したりࠬݗ
SNS、WEB γイトを࢘ったり、さま͡まなグループを立ち上げてドナーや同ͣドナーから生まれたਕを
୵そうとしてるਕが出てきていることを়ղした。そして఑ंڛ৚ๅが෾かってしまうことはՊଔڧ؂ 
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をଝなうのではないか、というߡえ๏からಙ໌性のഉࢯにൕଲするंもいるが、਎がӇしていても、年
ྺが高くなるにつれて、ࣙ෾のՊଔにՁかඁືがあることにـͰく౲事ंが多いとफ़΄た。AID で子ど
もを࣍った਎の多くは、ҫྏंたちから AID で子どもを࣍ったことをඁືにするようにݶわれてきた
が、ダニΦルθࢱが関わった 19 からࡂ 46 までのࡂ AID 出生ं 21 ໌をଲেにした௒ࠬでは、ࣙ෾のΠ
イデンティティがՊଔ関ܐに大きくӪڻをणけていると౶えるものが多く、また育ててくれた਎は大事
であるが、それとҪఽ的ഐܢをஎることの॑གྷ性はพの࿫だと౶えた౲事ंも多かったことが়ղされ
た。そしてՊଔܙ成には৶བが॑གྷであり、ඁືのあるՊଔの中で育つことは、子どものΠイデンティ
ティܙ成にもよくないӪڻをٶ·すことや、਎もいつか子どもが事実にـͰくかもしれないと෈҈を์
えながらҲॻに฽らすほうが޹ましくないӪڻが大きいとफ़΄た。また、੊ֆで初めてಙ໌性をഉࢯし
たスウェーデンでは、๑の施行ޛはҲ時的にドナー数はݰったが、そのޛドナー数はଁՅに఺ͣ、それ
も年ྺが高い結࠙して子どものいるドナーがଁえたことを়ղした。ニϣージーランドでのドナーの研
究でも、ࣙ身の৚ๅを開ࣖしてもいいというドナーはঙなくないという。そして、ಙ໌性をң࣍してい
てもドナーの数は৙に෈ଏັـであり、ಙ໌性のഉࢯとドナーのݰঙはพの໲ୌだとफ़΄た。最ޛに、
๑ཱができなけれͻ社会のସ度も変わらない、ということもあり、いいかえれͻ、出ࣙをஎるݘཤを๑
でฯ্することで、ಙ໌性のഉࢯがいかに॑གྷであるかを社会が೟ࣟするようになるとफ़΄た。 

このフΧーラムは多๏໚から注目され、౲事ंや研究ं、ϟディΠやҲൢのਕなど 190 ໌ۛくのࢂՅ
ंがあり、インターϋットى事（8/30 ෉け HuffPost と 8/30 ෉け Yahoo News）や 9 月 17 日෉け『しん΁
ん੼ظ』のくらしՊఋのϘージでもフΧーラムの༹子が取り上げられてഓ৶された。 

࿧୴౲：ઍഀ༟Յ཮（IGSى 特任ࢥߪ） 
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IGS セϝψー 

ક૬とඔঙ⼥ 
Φンターテ΢ϟンφとしてのક͏のනে 
 

ʴ日時ʵ2021 年 10 月 22 日（金）17:00ʛ18:30  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴߪԍʵ 

ଏ立Յ༒（౨ښଆܙ大学・立教大学ࢥߪ） 

「Πニϟの中の戦૬とඔঙ⼥」 

ʴディスΩッγントʵ 
関ࠞ཮಺子（IGS ΠΩデミック・Πシスタント、Ҳڰ大学大学Ӆ
社会学研究科ദ࢞ޛ期՟ఖ、大ਜ਼大学他ࢥߪ） 

ʴ࢚会ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅं数ʵ90 ໌ 

ʴटࢭʵ 

日本のΠニϟには「戦い」をୌࡒとしたものがໃ数にあり、そこでඵかれるඔঙ⼥たちは、日本Πニ
ϟをে௅するΠイコンである。日本Πニϟにおける「戦い」の෼ޢは、第二࣏੊ֆ大戦におけるഌ戦を
΃とシフトޢのためにํげる෼ܐ機に、ࣙ෾のໍを国Պではなく࿂ਕ同࢞や஧間಼でのঘさなਕ間関ܘ
し、ඔঙ⼥はそれをՆ೵にするഖղとしてଚࡑする。 

本セミナーは、戦૬をୌࡒとしたΠニϟにౌ৖するඔঙ⼥の変યを௪して、日本Πニϟにとっての戦
૬、そしてඔঙ⼥とはՁであるのかをࡱߡするものである。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

2021 年 10 月 22 日（金）IGS セミナー「戦૬とඔঙ⼥：Φンターテイϟントとしての戦いの表ে」が
オンライン開催された。本セミナーは、戦૬をୌࡒとしたΠニϟにౌ৖するඔঙ⼥の変યを௪して、日
本Πニϟにとっての戦૬とはՁであるのか、そしてඔঙ⼥とはՁであるのかをࡱߡするものである。 

 ଏ立Յ༒ࢱ（౨ښଆܙ大学・立教大学ࢥߪ）は、日本のマンΪ・ΠニϟชԿにおける戦૬のඵࣺの変ય
を௧いながら、ඔঙ⼥というଚࡑがどのように෼ޢにӪڻしているのかを࿨ͣた。1970 年代຦から 80

年代ൔͻにかけてתきًこるΠニϟーションブームのՒ෉けༀとなった『Ӌந戦؍Ϣマト』シリーθ。
中でも 1978 年ޮ開のΠニϟӫ画『さらͻӋந戦؍Ϣマト Ѭの戦࢞たち』（以Ծ『さらͻӋந戦؍Ϣマ
ト』）は、戦前のঙ年向けঘઈなどにౌ৖する大日本ఉ国や日本܋のඵࣺとはまるでҩった「ෙഌした国
Պ」のイϟージを଩ち出した点で、戦૬をඵく෼ޢのช๑を大きく఺׷させた。そのช๑の఺׷に大き
くӪڻをٶ·しているのが、ਁ ઉというඔঙ⼥のଚࡑであった。『さらͻӋந戦؍Ϣマト』は戦૬の෼ޢ
でありながら「国Պ」という֕೨を௪さͥ、कਕޮであるݻ代進と、その࿂ਕであるਁઉとのݺਕ間の

「ូ」や、Ӌந全体にٶ΁「Ѭ」の෼ޢ΃とত՜してΑく。 

 『さらͻӋந戦؍Ϣマト』以降の日本のマンΪ・Πニϟにおいては、こうしたݺਕ間の「ូ」や「Ѭ」
の෼ޢをもってしてӋந全体にまでٶ΁戦いの෼ޢを展開する、いわΑる「Ӌந教」とݼসされるΠニ

52



㻞㻜㻞㻝 ᖺᗘ 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

ϟのストーリーパターンが、ඔঙ⼥のイϟージを൒いながら出པ上がってΑく。そして 90 年代、「セΩ
イܧ」とݼͻれるパターンがౌ৖する。ここでޢられるのは、あくまで෕௪のঙ年である஋性कਕޮࣙ
身の಼໚、क観的な෼ޢだ。セΩイܧでは、कਕޮࣙ身の໲ୌが、ඔঙ⼥をղすることで੊ֆ全体のѬ
の໲ୌ΃と֨大されてΑく。あくまで「෕௪のঙ年」であるकਕޮは、੊ֆをٻうために戦っているϐ
ロインのඔঙ⼥と੠ਈ的に਄く結びつくことで、੊ֆのӣໍを݀める戦いにΠクセスすることができる
ようになるのだ。 

セΩイܧ以降の日本Πニϟは「ඔঙ⼥をڇڛするϟディΠ」΃とࢡを変えてΑき、࣏第に「戦い」と
いうඉ日৙のඵࣺそのものを઀りࣼて、ඔঙ⼥たちの日৙のඵࣺに終始する「日৙ܧ」というパターン
を生み出してΑく。日৙ܧにおいて、஋性कਕޮはもはやචགྷとされͥ画໚からࢡをভしてしまう。な
ͧならඔঙ⼥たちの日৙をֺし΋ࢻ௎ंにとって大઀なのは、画໚の中のඔঙ⼥たちとΠニϟを見てい
るࣙ෾との間にある௜ં的な結びつきであり、஋性कਕޮをഖղとするචགྷがないからだ。こうした願
๮にԢえるように、日৙ܧ以降、ඔঙ⼥のみで構成されたΠニϟがළ出することになる。 

しかしながらࡑݳ、この日৙ܧもまた、Ҳ෨「戦い」の෼ޢ΃と෥い໯ってきている。『Ϊールθ&パ
ンツΟー』を代表とする「๘えミリタリー」とݼͻれるジϡンルでは、ඔঙ⼥たちは日৙的にܻしい戦
ಈにࢂՅしつつも、պըͽとつせͥ、෈ࢰ身であるかのようにඵかれる。ඔঙ⼥たちの「戦い」の෼ޢ
をඔしい「ូ」の෼ޢとしてඵかんとするがބに、উやࢰはなきこととされるのだ。Ӌந教的なࡠ඾܊
においても、ඔঙ⼥は時としてউつき、ࢰを経ݩするものの、そのউやࢰもまた、戦いを௪してکԿさ
れるូによって༌されるϪベルにとどまる、৒りӿえՆ೵な、న度な্֒෼としてकਕޮたちの前に఑
ࣖされる。これは「戦い」の෼ޢにౌ৖するඔঙ⼥に෉༫された特च性のҲつだろう。 

 日本Πニϟにおけるඔঙ⼥は、कਕޮにرりశうことでकਕޮを「立ഁな஋性」としてৄ໎するଚࡑ
であったし、कਕޮを「戦い」にࢂ೘させるためのૹ஖としてಉくこともあった。しかしՁにおいても
कਕޮとの「ូ」や「Ѭ」の伶として特พな価஍を࣍つଚࡑとしてඵかれてきたことをࣖし、ๅࠄをถ
ͣられた。 

コϟントでは関ࠞ཮಺子（IGS）が、ࣙ身が「どうしようもなくऔかれてきた戦いの表ে」として「戦
うඔঙ⼥」଀を়ղしつつ、ඔঙ⼥というଚࡑがあくまでकਕޮをߢఈするためのΠイテムとしてଚࡑ
し、「きみと·くの෼ޢ」の「きみ」としてしかඵかれてこなかったことにଲするもどかしさをޢった。

「日৙ܧ」のୈಆでඔঙ⼥が෼ޢのकਕޮにはなったが、それはୱ९に評価できることなのだろうかʃ
෈ࢰ身でউつかͥ、かわいく戦う「෕௪の⼥の子」たちの表েによって「戦い」の෼ޢがいっそう݄生
हさをࣨい、ܲـなもの΃と変׷されるՆ೵性がある。Πニϟにおけるඔঙ⼥とミリタリーをֽけ合わ
せた「๘えミリタリー」の表েは、ࣙӶୄのリクルートポスターにもً༽されるようになった。Ҳ୶国
Պから઀り཯され、ݺਕ間のូの෼ޢ΃とত՜されたはͥの「戦い」の෼ޢが、もうҲ度国Պ΃とյफ
される政治性もྂߡせ͸ͻならない。日৙ܧ以降の戦いにおける「ඔঙ⼥」というଚࡑが、ϲΟーοϡ
ルۯ間をඊびӿえてリΠルۯ間、ݳ実における「戦い」のイϟージをも࿪らげてしまうՆ೵性がある点
でも、あるқັで特พな価஍とثうさを࣍つଚࡑであると࿨ͣた。 

質ٛԢ౶では日৙ܧ以降の「ඔঙ⼥をみるࢻ௎ंʗみられるඔঙ⼥」という関ܐ性に見出される性的
ଲেԿの໲ୌについて、٠࿨が展開され、ඔঙ⼥をみるक体として想ఈされているのは୯であるのか、
さらにみられるଲেであるΫϡラクターが「ඔしい஋性」となる৖合コンテンツのভ費ंにࠫҡは生ま
れるのか、という٠࿨にも発展した。 

࿧୴౲：関ࠞ཮಺子（IGSى         ΠΩデミック・Πシスタント） 
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IGS セϝψー 
Ңे࿓ಉंのࢢʹ΍ͪͬ 
 

 

ʴ日時ʵ2021 年 10 月 30 日（ౖ）14：30ʛ17：30 

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoon ウェϑナー） 

ʴߪԍʵ 

ঘϴ୫એุ（フェリス⼥学Ӆ大学教द） 

「Ң動に生まれ、Ң動を生きる子どもたち：フィリピンのίースから」 

ϦΪ・プラスティϦ（Ңे࿓ಉ研究ं、フリーランス௪༃・ຍ༃ं） 

「Ң຿و制Ϫジームに௜໚する࢔された子どもたちのڧۦ：イン
ドϋシΠの経ݩから」 

ʴディスΩッγントʵ 

高ീ߀（੫Ԯݟ立大学教द） 

ʴ࢚会ʵ平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日ӵ（同時௪༃༙） 

ʴࢂՅं数ʵ63 ໌ 

ʴटࢭʵ 

本セミナーは「Ңे࿓ಉंの子どもたち」に঱点を౲て、઎進国のίΠ࿓ಉをҢ຿⼥性࿓ಉंが୴う
グローバル・ίΠ・οェインが生み出す՟ୌをジェンダーのࢻ点からࡱߡしたものである。Ңे࿓ಉ研
究ंの Yoga Prasetyo（ϦΪ・プラスティϦ）ࢱは、Ң຿࿓ಉंの子どもがҢ຿و制Ϫジームによって、
ૻり出し国に「取り࢔される」য়ڱをๅࠄした。フェリス⼥学Ӆ大学教दのঘϴ୫એุࢱは、フィリピ
ンのίースから子どもの「生きられた」経ݩに஥目するචགྷ性を指ఢした。最ޛに、੫Ԯݟ立大学教द
高ീࢱ߀がディスΩッγントとしてՅわり、セミナーࢂՅंからの質໲にも౶えながら౾࿨を行った。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

本セミナーは「Ңे࿓ಉंの子どもたち」に঱点を౲て、઎進国のίΠ࿓ಉをҢ຿⼥性࿓ಉंが୴う
グローバル・ίΠ・οェインが生み出す՟ୌをジェンダーのࢻ点からࡱߡしたものである。ࢥߪには、
Ңे࿓ಉ研究ंである Yoga Prasetyo をお迎えし、インࢱとフェリス⼥学Ӆ大学教दであるঘϴ୫એุࢱ
ドϋシΠとフィリピンの事ྭについてߪԍいただくとともに、੫Ԯݟ立大学教दである高ീࢱ߀をディ
スΩッγントとして౾࿨を行った。 

はͣめに、研究ंでありࣙ身がҢे࿓ಉंの子どもである Yoga Prasetyo は、Ңे࿓ಉंにଲして制ࢱ
༁を՟すҢ຿و制ϪジームはՊଔ౹合にࠖೋをもたらしており、特にそのしわرせが࢔された子どもに
ԍではまͥ、インドϋシΠの॓෗॓฾のՊで཈育されたࣙ身の༰ঙߪ。んでいることを໲ୌ఑ًしたٶ
時代に΀れ、シンΪポールにՊ事࿓ಉंとしてҢेした฾との交流や、Պଔ間の৶བ関ܐの構築につい
てޢった。シンΪポールの「મ択的و制Ң຿政ࡨ」では、3 झྪのम࿓ڒՆのうち、ఁスΫルのҢे࿓
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ಉंに෉༫されるम࿓ڒՆにおいては、ࢤ຿ݘがਅ੧できないほかՊଔのݼびرせもࢯےされている。
Yoga 迎されͥ෈ཤӻ׽は、ఁスΫルҢे࿓ಉंが経済的成⻑のために࢘༽されるҲ๏、Ң຿としてはࢱ
なѽいをणけていることを指ఢした。こうしたয়ڱによって、Ңे࿓ಉंのૻり出し国には、Yoga のࢱ
ように多くの子どもが਎に෉いていくことができͥ「取り࢔される（stay-behind）」ことになる。「取り
。いೋいݶされる子ども」に関するޮࣞな౹計データはなく、ॉ෾にその実ସが೼Ѵされているとは࢔
に、こうした՟ޛԿしている。最ࡑݨ経済的、๑的ଈ໚における՟ୌも、ڛされた子ども΃のίΠ఑࢔
ୌにଲしインドϋシΠでは、「デスミグラティフ (Desmigratif)」といったҢे࿓ಉंの子どもの཈育にܐ
るプログラムやࢩԋの఑ڛがਬ進されていることがٶݶされた。 

ঘϴ୫એุࢱはߪԍにおいて、ॊཔのҢ຿・Ң動研究では、子どもは大ਕの「ි཈ं」「෉଒෼」とし
てޢられてきたが、क体的なқ思にخͰきࣙ立的なમ択を行うΦイジェンシー（行ҟक体性）を࣍った
ଚࡑとして、子どもの「生きられた」経ݩに஥目し、「Ң動に生まれ、Ң動を生きる」子どもとしてଌえ
るචགྷ性を指ఢした。「Ң動に生きる子ども」はҲ֕にଌえられるわけではない。Ңे࿓ಉंの子どもや
であࡑしていくଚݩ国にルーツを࣍つ子どもなど、Ң動の中に生まれ、Ң動を௜ંあるいは間ંに経֐
る。その中でҢे࿓ಉंの子どもは、࿓ಉंの出身社会に「取り࢔される」、গཔ的な社会の構成員ない
し生まれることࣙ体が想ఈされていないなど、ϙスト社会からそのଚࡑを想ఈされていない子どもとい
うଈ໚がある。さらにҢे࿓ಉंとその子どもの再౹合においては、਎・子どもの両ंが਎子関ܐの再
構築に向けて大きなෝ୴をکいられる。ΩナダにҢेしՊଔのݼびرせを行ったフィリピンਕίΠ࿓ಉ
ंの事ྭから、子どもは、฾਎との再౹合やϙスト社会΃のనԢなど複数のనԢを同時に行うことをགྷ
など、༹ʓݩから「Ңे࿓ಉं」΃のҢ行経「Ңेंの子ども」、ݩされるほか、਎੊代とはҡなる経ٽ
な経ݩやࠖೋを࣍つこともࣖされた。最ޛに、こうしたয়ڱをಁまえ、「同Կ」のଲেや「Ңेंの子ど
も」として見るࢻ点を௔えて、「Ң動の中に生まれ・生きる子ども・ऑं」というࢻ点を࣍つこと、また
そこにジェンダーࢻ点を࣍つことが՟ୌであることが指ఢされた。 

ԍともにҢे࿓ಉंである⼥性やその子どもの੮ओ性を指ఢしたߪは、まͥ両ࢱ߀ԍをणけて高ീߪ
とफ़΄た。そして、政ࡨգఖにおけるҢे࿓ಉंࣙ身の੢のܿ೙、Ң動「せ͡るを得ない」ਕ΃の理մ
を࣍つචགྷ性についてٶݶした。࣏に、Yoga を構築するためのܐにଲしては฾਎や਎ଔと「৶བ」関ࢱ
۫体的な取組、またインドϋシΠのデスミグラティフにおけるコミϣニティ・ϘΠϪンティングの࣍続
Ն೵性について質໲がなされた。ঘϴ୫ࢱにଲしては、Ң動を生きる子どもを研究ଲেとするೋしさや、
子どもにંする大ਕの੻任についての所見をਚ͸た。セミナーࢂՅंからは、インドϋシΠ政ැや NGO

の実ભ಼༲や日本政ැやࣙ治体における取組、ݼびرせられた子どものϋットϭークやڋ৖所Ͱくりに
関して、多くの質໲がرせられた。これらをणけディスΩッションでは、Yoga からは、デスミグラテࢱ
ィフが「取り࢔された子ども」΃のΦンパϭϟントという点でްՎを上げていること、高ീࢱからは、
ශনࢤなど日本のࣙ治体においても多ชԿ共生に向けた子ども΃のࢩԋが行われていること、ঘϴ୫ࢱ
からは、֐国にルーツを࣍つ子どものଁՅをಁまえ日本政ැも政ࡨ的関ৼを࣍ち始めていることなどが
共༙された。 

最ޛに、ࡑݳの「取り࢔される子ども」が生まれるয়ڱが、グローバルࣁ本कٝの中で「௪৙」とな
るかという質໲にଲし、「取り࢔される」ことࣙ体が「ҡ৙」であり、そうした構ଆを൹൓していくとと
もに、Պଔܙସが多༹Կする中でそこに生きる子どものਕ生をଜ॑する॑གྷ性が֦ౌஅंからफ़΄られ、
本セミナーはถປした。 

 （期՟ఖޛお茶の水⼥子大学大学Ӆദ࢞）ຓඔڰ࿧୴౲：高ى
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IGS セϝψー（ਫ਼৫྘ҮεϨーθ） 

෈ೝと஋性のセέεϣアリティ 
 

ʴ日時ʵ2021 年 11 月 26 日（金）17:00ʛ18:30  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴߪԍʵ 

༟井ऴध（ࢃཨ大学大学Ӆ૱合研究෨ҫ学Ү社会ҫ学࠴ߪ 特任
助教)  

「戦ޛ日本における஋性෈ೝのޢられ๏」 

஝ՊҲඔ（お茶の水⼥子大学ඉ৙ࢥߪۊ） 

「஋性෈ೝのҫྏԿと஋性性」 

ʴ࢚会ʵ 

ઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅं数ʵ109 ໌ 

ʴटࢭʵ 

෈ೝの໲ୌは、ࢊ΋性である⼥性の໲ୌというようにଌえられがちだが、෈ೝݬҾの༁ൔ෾に஋性が
かかわっている。しかし、෈ೝ஋性をଲেとした研究௒ࠬは国಼֐ともにあまり多くなく、෈ೝ஋性た
ちが෈ೝというয়ڱとどのように向き合っているのか、それもよくஎられていない。そこで本セミナー
では、஋性෈ೝに関連する໲ୌについて、生ໍྛ理、ҫྏ社会学、科学࢛の෾໼から研究をすすめられ
てきた༟井ऴधࢱと、社会学、ジェンダー／セクシϣΠリティの෾໼から研究をすすめられてきた஝Պ
Ҳඔࢱをডいて、「෈ೝと஋性のセクシϣΠリティ」をテーマに٠࿨した。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

 ෈ೝのݬҾは⼥性のみならͥ、஋性にًҾすることもঙなくない。しかしࠕなお、෈ೝを؜΋生殖の
໲ୌは⼥性の໲ୌとଌえる価஍観がࠞکく࢔り、ࠕ日でも、こうしたݶઈは再生ࢊされ続けている。本
セミナーでは、この஋性෈ೝを取りתくয়ڱについて、༟井ऴधࢱと஝ՊҲඔࢱの二ਕをডいて、「෈ೝ
と஋性のセクシϣΠリティ」をテーマに٠࿨した。 

 1 ਕ目のౌஅं、༟井ࢱは、1914 年からすでに 100 年以上も続くᩉᩱ新ซの「ਕ生Ҍ಼」というコー
ナーにرせられた、஋性෈ೝによって子どものいない஋性౲事ं、また෈ೝの෋を࣍つ⼥性からのೲみ
૮஌ 56 ྭを෾ੵし、஋性と෈ೝをめ͛る໲ୌについてՁがޢられてきたかをݗ౾した。ັڷ਄いこと
に、஋性෈ೝの໲ୌでも、૮஌をرせてきたのは౲事ंである෈ೝ஋性よりも෈ೝの෋を࣍つ࠼からの
๏がはるかに多い。そして戦ޛから 1990 年くらいまでは、⼥性ࣙ身にもೝ৹・出ࢊༀׄとࣙ身の߀ෳを
結び෉けるߡえ๏が多数みられ、「⼥性なら子どもがཋしいのは౲ષ」というようなޢりもしͻしͻౌ
৖する。2000 年くらいからはそのようなޢりはなくなるものの、ࣙ ෾に子どもができないことࣙ体を૗
ࣨとଌえるようなޢりはあり、また 2000 年以降は෈ೝ治ྏにかかる経済的ෝ୴の໲ୌや、⼥性の身体
΃のෝ୴にଲする಼༲がଁえるという特௅もみられる。༟井ࢱの෾ੵでは、それは体֐ण੠やݨඏद 

56



㻞㻜㻞㻝 ᖺᗘ 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

੠など、高ֻの費༽のかかるҫྏが中ৼとなってきたことと関連するだろうという。そして෈ೝ治ྏを
௪しての⼥性΃の身体のෝ୴が、෈ೝ஋性のࡓѳ״にもつながり、ೝ৹出ࢊༀׄを಼໚Կするパートナ
ーとの関ܐ性が、෈ೝ஋性にۦೲをもたらしているという。また、஋性の生殖機೵の໲ୌは、஋性同࢞
の間では性的೵力（性交の೵力）と同Ҳࢻもしくはࠠ同されているܑ向がکくみられ、それΑえに、஋
性෈ೝが஋性にとって大きなスティグマになっているというັڷ਄い෾ੵがफ़΄られた。஋性が෈ೝの
ཊѻからಂれるためのストラテジーとして、෈ೝ治ྏにଲしてভ極的なସ度を取り、それが、⼥性たち
のさらなるۦೲ΃と続く。༟井ࢱは最ޛに、෈ೝのݬҾが஋性にある৖合も⼥性にある৖合も、また૔
๏の生෼学的な૮性の໲ୌである৖合も、஋⼥ϘΠという関ܐ性がなけれͻ、෈ೝはそもそも໲ୌにな
らͥ、ՆࢻԿされない。෈ೝとはさま͡まなқັで、஋⼥の関ܐ性のබではないかとफ़΄た。 

 二ਕ目のౌஅं、஝ՊҲඔࢱは、「஋性෈ೝのҫྏԿと஋性性」をテーマに、஋性෈ೝのҫྏԿという
、েを௪して、஋性性の構築性やՆ変性について࿨ͣた。෈ೝは⼥性の໲ୌという社会௪೨によってݳ
子どもができないこと΃の社会的プϪッシϡーは⼥性に集中しがちである。Ҳ๏で、஋性の৖合、性的
೵力が஋らしさというΠイデンティティの中֫を構成するགྷોのҲつとなっているとਬࡱされ、஋性は
෈ೝであるとࠄげられると性的೵力をٛわれ஋らしさがܿ೙していると思われると大きなショックを
णける。それによって、஋性෈ೝの౲事ंは௞໩をؑく。その結Վ、これまで「஋性෈ೝ」はՆࢻԿさ
れͥにきた。஝Պࣙࢱ身の研究の中でも、ຆ্ً֒をݬҾとする஋性෈ೝの研究ڢ力ंがまったくݳれ
なかったことにৰれ、஋性にとって性的೵力は஋らしさをࣖす上で॑གྷなགྷોとなっていることをࣖࠨ
した。しかしۛ年、日本ではঙ子Կଲࡨをഐܢに、政治的・ҫྏ的な໲ୌとして「஋性෈ೝ」が注目さ
れるようになってきている。これまで஋性෈ೝイコール性的೵力のܿ೙とみられ、෈ೝであることは஋
性性のܿ೙、஋らしくないとଌえられがちだったが、஋性෈ೝ治ྏの技術が発展する中、専໵ҫによる
஋性΃のܔ໦・ܔ発活動が進み、行政もࢩԋを開始するなど、஋性෈ೝをとりまく社会的য়ڱは変わり
つつある。஝Պࢱは஋性たちがセクシϡリティと生殖を઀り཯してߡえられるようになれͻ、஋性もࣙ
身の෈ೝについてޢれるようになるのではないかとक௃した。そして最ޛに生殖技術の発ୣによって、
性と生殖が෾Կしたݳ代社会では、஋性にも生殖΃の積極的な関わりがٽめられる時代が౺པしており、
がることを期ଶす߁は஋性෈ೝの社会的೟எが高められ、෈ೝは஋性の໲ୌでもあるという೟ࣟがޛࠕ
るとफ़΄た。 

本セミナーには、஋性෈ೝの౲事ंやҫྏंも多くࢂՅされていた。ޛࠕも෈ೝについて、஋⼥૔๏
のࢻ点からの٠࿨が਄まることを๮΋。        ى࿧୴౲：ઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
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IGS セϝψー（学಼ݸఈ） 

教育とジェンダーɼ世ֆとೖ本 
2030 ೧Ͷ΋͜てࠕೖの՟ୌ 
 

 

ʴ日時ʵ2021 年 12 月 1 日（水）13:20ʛ14:50 

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoon ウェϑナー） 

ʴߪԍʵ 

੃໼ۑ（ݫユϋスコϋパール事ແ所⻑・ユϋスコ代表） 

「教育とジェンダー、੊ֆと日本ʗ2030 年に΋けてࠕ日の՟ୌ」 

ʴ࢚会ʵ 

平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅं数ʵ16 ໌ 

 

ʴटࢭʵ 

本学ദ࢞前期՟ఖ科目「国際社会ジェンダー࿨」のद業のҲ؂として、2021 年 12 月 1 日（水）IGS セ
ミナー（学಼ݸఈ）「教育とジェンダー、੊ֆと日本�2030 年に΋けてࠕ日の՟ୌ」が開催された。
本セミナーでは、ݫユϋスコϋパール事ແ所⻑・ユϋスコ代表の੃໼ࢱۑをおডきし、国際社会が目指
す「࣍続Ն೵な開発のための 2030 Πジェンダ」のชຼの中で教育におけるジェンダー平等のঀ՟ୌを
෾ੵいただいた。ࡑݳもなお࢔る国際社会における஋⼥間の教育֪ࠫとジェンダー平等の՟ୌを఑ࣖし、
またۛ年の COVID-19 によるジェンダーԿされたインパクトについてもࡱߡするものである。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

はͣめに、国連の活動のݬ点にもなる「੊ֆਕݘઑݶ」についてৰれられた。特に教育の॑གྷ性とし
て、ୱに教育をणけるݘཤだけでなく、教育はਕݘをଜ॑するޮਜ਼な社会の構築΃のプロセス、そして
平࿪ң࣍に߫ݛするものであるとک௒された。そして、教育における⼥子・⼥性ࠫพのభഉ、そしてジ
ェンダー平等は国際社会での共௪の೟ࣟであることも֮೟した。 

1990 年以降の国際連合教育科学ชԿ機関（ユϋスコ）による「ຬਕに教育を」ӣ動の中では、஋⼥教
育の֪ࠫがմভされることはなかった。⼥子の教育ࢂՅ૏֒のഐܢとして、Պ事・育ࣉなどのໃঊ࿓ಉ
を⼥子が行なっていること、ఽ౹的な社会و൥のӪڻ、⼥子΃のഓྂにܿけるトイϪなどの教育設ඍな
ど、学ߏでの҈全性、学ۯߏ間でのジェンダー平等қࣟのܿ೙など༹ʓなགྷҾがڏげられる。2000 年代
以降、ダΩール「ຬਕのための教育（Education For All: EFA）」会٠では、஋⼥間֪ࠫではなく、教育に
おけるジェンダー平等についてใׇ的な戦略をࢾみるようになる。ジェンダー平等とは、஋⼥のҩいを
೟めて、そのҩいも同ͣ価஍あるものとしてѽうことをࣖす。また、教育におけるジェンダー平等とは、
ୱに数の上での平等ではなく、教育をणける機会、णけるգఖ、णけた結Վでの平等であり、教育の平
等を଎る۫体的な指標もࡠ成された。初等教育における஋⼥間֪ࠫに関しては前進はあったものの、そ 
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れでもなお、2015 年までの初・中等教育म学ིの஋⼥間֪ࠫのմভはୣ成されͥ、⼥性の成ਕིࣟ࣊の
ఁさや国಼でのஏҮ֪ࠫ、性๭力やハラスϟントの໲ୌもූき௄りになった。さらに、ジェンダー平等
といった質的な経ݩをどう଎ఈするのか、また⼥子だけではなく஋子΃のジェンダーༀׄ期ଶやසࠖに
よる஋子の中ୂのଁՅ、といった新たな՟ୌも໎らかになった。 

⼥子教育が෕ٶしない大きな理༟として、政ැやトップϪベルのコミットϟントのܿ೙がある。ਕݘ
としての教育というқࣟがओく、ジェンダー平等政ࡨが他の政ࡨにർ΄॑གྷࢻされͥ、さらには実施さ
れてもঘوໝԿ、बวԿされてしまう。ポスト 2015 の࣍続Ն೵な開発目標（SDGs）の中では教育にお
けるジェンダー֪ࠫ、஋⼥間֪ࠫをなくすことがک௒されているが、੃໼ࢱは、ジェンダー平等に঱点
が౲てられていないことにܱৌを໒らす。ジェンダー֪ࠫմভという数の平等だけにपわれてしまうこ
とは、教育におけるジェンダー平等とはݶいೋい。また、ジェンダー平等が、「࣍続Ն೵な開発のための
教育の෕ٶにචགྷなஎࣟと技術」としてޢられてしまっていること、そしてダΩール EFA ർ΄て、教育
におけるジェンダー平等をୣ成するқࣟがമれてしまっていることも໲ୌだと指ఢした。ユϋスコの
「࣍続Ն೵な開発のための教育」の中でも、࣍続Ն೵性とジェンダー平等のં点は෈໎֮である。੃໼
向のΦンパϭϟント教育がචགྷだࢦするには、変ַݳは、࣍続Ն೵な共生社会とジェンダー平等を実ࢱ
とफ़΄る。ୱに⼥性をқ思݀ఈの৖にࢂՅさせることだけでなく、「変ַの୴いघ」のक体として教育し
ていくことがٽめられている。「࣍続Ն೵な開発のための 2030 Πジェンダ」に向けて、ݳয়ң࣍の教育
をどう変えていけるのか、ジェンダー政ࡨ立ҌやգܻԿする国際ଲ立΃のଲॴ、そしてϋットϭークの
構築など՟ୌはࢃ積みであることが֮೟された。 

最ޛに、COVID-19 が教育とジェンダーにどうӪڻしたのかがफ़΄られた。学ߏถ࠱によって学स機
会の૗ࣨや、⼥子の݊߃・ෳࢳ・ฯޤといった学ߏༀׄが機೵しないということがڏげられる。それͻ
かりか、リϠート学सにΠクセスできるかどうかにも஋⼥間で֪ࠫがあること、සࠖՊఋにおいて、学
。Կしているࠃに行かなくなった⼥子はՊ事घఽいをさせられてしまうなどジェンダー֪ࠫはҲ૜਄ߏ
Ҳ๏で、ใׇ的な性教育のデジタルഓ৶やೝ৹した⼥子生ైがリϠート学सを௪して教育をणけ続ける
ことができたというデジタルԿの成Վのྭもๅࠄされている。コロナӖでのๅࠄはまだまだঙないが、
められٽたちをγポートしていく多༹で、ใׇ的な取り組みがڛ学सにΠクセスできないࠖೋな子ޛࠕ
ている。 

本セミナーは、द業「国際社会ジェンダー࿨」（ദ࢞前期՟ఖ）（本ๅࠄॽ 102 นࢂল）のҲ؂として
実施され、国際ڢ力や国際機関でのΫϡリΠܙ成をߡえる学生にとってྒྷい機会になった。 

 ࿧୴౲：՘Ԯ಺ԟ（お茶の水⼥子大学大学Ӆദ࢞前期՟ఖ）ى
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IGS セϝψー 

国ྙڢࡏとジェンダーʀφランηフΧーϜティϔʀアプローο 
 

 

ʴ日時ʵ2021 年 12 月 15 日（水）13：20ʛ14：50 

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoon ウェϑナー） 

ʴߪԍʵ 

ీ中༟ඔ子（৕੤国際大学ডᡊ教द・国連⼥性のஏҒ委員会
（CSW）日本代表） 

第Ҳ෨「国際的ΫϡリΠのܙ成と国際ڢ力機構（JICA）での࢕事」 

第二෨「実ৄ的研究�『タンδニΠ೸ଞにおけるジェンダーと
ౖஏݘの変યについて』」 

ʴ࢚会ʵ平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅं数ʵ47 ໌ 

ʴटࢭʵ 

国際ڢ力におけるジェンダー・トランスフΧーマティブ・Πプローο（GTA）は、ۛ年開発プログラ
ムの中で伶֕೨としてౌ৖したものである。ジェンダー෈平等が構ଆの中にあることを໎֮に指ఢする
本Πプローοは、෈ޮਜ਼をもたらす社会و൥などの੍ਜ਼をߡえるܘ機となる。本セミナーでは、ࢥߪの
学Ғ࿨ชをもとにした『「ۛ代Կ」は⼥性のஏҒをどう変えたか�タンδニΠ೸ଞにおけるジェンダ
ーとౖஏݘをめ͛る変ય』新評࿨（2016）を۫体的な事ྭとして取り上げ、GTA についての理մを਄め
ることにより、国際ڢ力におけるジェンダーक流Կのқٝを再೟ࣟする機会とする。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

ദ࢞前期՟ఖ科目「国際社会ジェンダー࿨」（102 นࢂল）のद業のҲ؂として 2021 年 12 月 15 日、IGS

セミナー「国際ڢ力とジェンダー・トランスフΧーマティブ・Πプローο」がオンライン開催された。 

第Ҳ෨「国際的ΫϡリΠのܙ成と国際ڢ力機構（JICA）での࢕事」では、ీ中ࢱが、国際開発の຿間
業म৮ˢӵ国の大学Ӆで国際開発学སरˢ国連ة JPO（Junior Professional Officer）ഁݥ制度により国連
ແˢ国連ΠジΠଢ平༺経済社会委員会（ESCAP）社会開発෨ۊ業開発機関（UNIDO）タイ国事ແ所޽ WID

（開発と⼥性）՟ۊແˢJICA 国際ڢ力専໵員として活動、と、ք֐で学໲と実ແの૔๏で国際的なΫϡ
リΠをܙ成してきた経Ҥをお࿫いただいた。 

ీ中ࢱが JICA 国際ڢ力専໵員としてジェンダーࢩԋの新しい๏๑を開୕するգఖで、2015 年国連γ
ミットでの SDGs（「࣍続Ն೵な開発のための 2030 Πジェンダ」と࣍続Ն೵な開発目標）採択をܘ機に
༹ʓな෾໼でジェンダーक流Կがਬし進められるようになり、2020 年代から SDGs 目標ୣ成のための社
会変ַを目指して GTA のݶཁが࢘われだしたという。 

GTA とは、ࠕまで行われてきたジェンダーのΠプローοを Agency、Relations、Structure の 3 点から੖
理し௜したものである。Agency とは、౲事ंがࣙらのਕ生においてࣙ身のқ思でમ択したことを実ݳ 
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できるक体೵力の育成をࢩԋすること、Relations とは、社会のジェンダーو൥や஋⼥のқࣟを変ַする
こと、Structure とは、ジェンダー平等で多༹性をଜ॑する๑ཱ・政ࡨ・制度の構築を指す。またీ中ࢱ
が؄रした『ジェンダー・トランスフΧーマティブ・プログラム Ϊイドブック』（https://www.plan-

international.jp/about/pdf/2104_GTP_guidebook.pdf ޮӻࡔ஄๑ਕプラン・インターナショナル・ジϡパン）
では、GTA はジェンダーو൥の変ַ、Φージェンシーࢩԋ、ジェンダー平等ୣ成を目的とした஋ࣉと஋
性のΦンΰージϟント、য়ڱրવにとどまらない⼥ࣉと⼥性の社会的ஏҒの向上、多༹なニーθの໎֮
Կとࠫพやഋঈの໲ୌ΃の取り組み、๑ཱ・社会構ଆの変ַと、6 点で఑ࣖされている。 

第二෨は、「実ৄ的研究�『タンδニΠ೸ଞにおけるジェンダーとౖஏݘの変યについて』」とୌし、
ీ中ࢱの学Ғ࿨ชをخに GTA についての٠࿨が行われた。 

ౖஏݘとジェンダーについては SDGs のβールに、1.4「ౖஏ΃の஋⼥の平等のݘཤ」、2.3「ౖஏ΃の
平等なΠクセス」、5a.「⼥性にଲし、経済的ݱࣁにଲする同等のݘཤ、オーナーシップٶびౖஏ、その
他のࢊࡔ、૮続ࢊࡔ等にଲするΠクセスを༫えるためのրַを行う」とあるが、۫体的な๏๑は໎ࣖさ
れていない。⼥性の೸ஏ所ི༙はその࿓ಉ力にଲして、ΠフリΩೈ෨では 15ˍ、日本でも 21ˍとఁい。
タンδニΠでの⼥性のౖஏ所༙を૏΋ഐܢには、෗ܓ社会、ࢱଔ社会の׵स๑によるౖஏ所༙・૮続と
຿๑の໲ୌがあり、ࢱの研究は以Ծのような⼥性のౖஏ所༙の実ସを໎らかにしている。ᶅ⼥性のࣙހ
໌ٝౌ࿧にはචͥしも؇理ݘが൒わͥ特にॴ෾ݘが෉༫されないことが多い、ᶆ෋のౖஏはࣙٝ໌ހに
変ߍしないܑ向があるが、೸ଞ⼥性のౖஏݘはଁՅしている、ᶇࢱの௒ࠬによれͻ、໊よりଋ子にౖஏ
૮続させるյ౶がഔ多いが、س๮としては全体の༁ൔ数が໊とଋ子の両๏に૮続させたいとߡえている、
ᶈҪݶॽのࡠ成ܔ発が⼥性のౖஏ所༙の֨大ૹ஖として機೵している、の 4 点である。 

GTA ֕೨にলらすと、⼥性はౖஏ所༙によってΦージェンシーを高めるが、「⼥性はࣙらにとって価
஍があることをમび、そのમ択にはバリΦーションがある。ౖஏ߬೘、Ҫݶॽなどのમ択ࢸを௪ͣて実
Ն೵性を高めようとしている」というݳ Agency、「ジェンダー平等なౖஏ๑はචགྷだが、༙ݽのয়ڱに
Ԍって多༹なમ択がՆ೵になるような制度構築がචགྷ」という Relations、「社会のۛ代Կにより、Պଔの
関ܐ性、ジェンダー関ܐ性、ౖஏ所༙・૮続のあり๏、社会و൥が変༲しており、コミϣニティは⼥性
とڢಉ関ܐを築くことがՆ೵となっている」という Structure の 3 点が指ఢできる。 

開発政ࡨ・事業΃のインプリίーションとしては、ᶅౖஏの׵स的ݘࡠߠ・所༙ݘを֮ฯできる制度
構築、ᶆ૮続・ଅ༫・ജഛによりౖஏݘを֮ฯできる制度構築、ᶇౖஏݘの多༹なમ択を実ݳՆ೵にす
る制度構築があげられた。本研究で、ۛ代Կによる೸ଞ社会の֫ՊଔԿという変༲に൒い、⼥性のౖஏ
所༙を助੐する事েが発ݳしている、⼥性の多༹なౖஏݘに関するમ択ࢸを֨大することが೸ଞ⼥性の
実ݳՆ೵性を高めることが໎らかになった。 

質ٛԢ౶では、ΫϡリΠܙ成における日本でのम৮のқٝや、インタϑϣー௒ࠬの実際、JICA のジェ
ンダーҌ݇の෾ྪの࢕๏についてなど、活発な٠࿨が展開された。 

 ࿧୴౲：Ծઔࣙ子（お茶の水⼥子大学大学Ӆദ࢞前期՟ఖ）ى
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IGS セϝψー 

็௫と͏͑ランχηίープとジェンダー 
フΟンダムの⽂化的ʀஏཀྵ的ӿڧとͨのՆ೵性 
 

ʴ日時 2ɻ022 年 2 月 24 日（໨）14:00~16:30（༩ఈ） 

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴๅࠄ  ɻ

ルセッタ Y・L・Ωム （ߕߵਃ၍大学०教द） 

「ୈ࿹における็௫ՐܸのชԿӿڧ的ཋ๮とクィΠ⼥性のフΟンダム」 

θδンナ・バラニϡク平ీ（お茶の水⼥子大学大学Ӆദ࢞ޛ期՟ఖ） 

「『ໂの੊ֆ』をࡠり出す�関੤における็௫のフΟンชԿを事ྭに」 

ʴディスΩッγントʵ௃㧧༲（同ࢦ社⼥子大学助教） 

ʴ࢚会ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴޢݶʵ日ӵ（同時௪༃） 

ʴࢂՅं数ʵ132 ໌ 

 

ʴ開催ๅࠄ  ɻ

2022 年 2 月 24 日（໨）IGS セミナー「็௫というランドスίープとジェンダー：フΟンダムのชԿ的・ஏ理
的ӿڧとそのՆ೵性」がオンライン開催された。็௫Րܸについては、⼥性によってࡠられた「ໂの੊ֆ」で
あり、⼥性の観ٮをҲ時的に஋性優Ғ社会の日৙的なཊѻからմ๎させるというユートピΠ的なイϟージのԾ
でޢられることがঙなくない。しかし「ੜくਜ਼しくඔしく」という⼥性ԍंのϠットーのཬで、็௫Րܸ஄
が、Պ෗⻑的なة業構ଆのԾでݭしく؇理されているということも事実である。こうした૮ൕする表েやイϟ
ージをめ͛ってࡱߡするために、本セミナーでは、大࢛ڰ恵ࢱ（お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所）による
࢚会のもと、ルセッタ・Ωムࢱ（ߕߵਃ၍大学ช学Ӆ०教द）とθδンナ・バラニϡク平ీ（お茶の水⼥子大
学大学Ӆਕ間ชԿ創成科学研究科ദ࢞ޛ期՟ఖ）のๅࠄのޛ、ディスΩッγントの௃㧧༲ࢱ（同ࢦ社⼥子大学
 。代社会学෨助教）がՅわって౾࿨を行ったݳ

1 ਕ目のౌஅं、ルセッタ・Ωムࢱは、ୈ࿹におけるชԿӿڧ的ཋ๮と็௫Րܸ஄のフΟンの中でもϪθϑ
Πン⼥性のフΟンを中ৼにߪԍを行った。৪຿ஏ的Ҫࢊの経Ҥにより、ୈ࿹の็௫フΟンダムは多くの੊代を
ຳ྅したが、ۛ年では 2013 年、2015 年、2018 年の็௫Րܸ஄のୈ࿹ޮԍを機にݳஏの関ৼがրめて高まって
いるようだ。Ωムࢱのߪԍは、ୈ࿹の新੊代の็௫フΟンに஥目し、そのフΟンたちがクィΠなಣմとཋ๮の
生ࢊに積極的に関༫し、෾ઇԿしようとしていることをࣖした。このชԿӿڧ的なཋ๮の生ࢊは、ローΩルな
LGBTQʶ／「同ࢦ」ӣ動がもたらした新たなࣁྋ΃のΠクセスと、国ڧをӿえた中国ݏޢのクィΠなフΟンコ
ミϣニティのܙ成によってՆ೵となったとΩムࢱはक௃した。 
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2 ਕ目のౌஅं、θδンナ・バラニϡク平ీは、日本の็௫フΟンが็௫Րܸの本ڎஏである็௫ࢤをどの
ように೟ࣟしているかについて発表した。็௫フΟンชԿの「੡ஏ」である็௫大ܸ৖बวの౐ۯࢤ間は、多
くの็௫フΟンにとって҈全なۯ間であり、⼥性フΟンにとってஏ理的なڋ৖所として೟ࣟされる。൶⼥たち
がこの౐ۯࢤ間との関ܐや日৙的な૮ࡠޕ༽をどのように築いているかを୵ٽすることでバラニϡク平ీは、
このۯ間が็௫フΟンชԿに॑大なༀׄをՎたしており、⼥性のフΟンϋットϭークによってڋ৖所として৙
に創ଆ・ң࣍・қٝͰけされつつあるとࡱߡした。 

2 ਕのๅࠄに続いて、௃㧧༲ࢱがՅわりディスΩッションを行った。௃ࢱはフΟンダムۯ間には、ݽఈ的で
ସがあܙ間まで、さま͡まなۯઈݶʓのフΟンの実ભやཋ๮を౦Ӫしたபে的なݺ、間からۯఈ的な෼理的ݸ
ることを指ఢした。็௫フΟンダムのชຼでは、ᐈຖさとࠠ合性を࣍ち合わせたジェンダーパフΧーマンス
は、⼥性フΟンにクィΠなಣմをԻଚできるືやかなۯ間を఑ڛしているのである。このようなմएを中ৼと
するӵݏޢの઎行研究があるҲ๏、日本の研究ではほとんど٠࿨されていない。バラニϡク平ీは、パフΧー
マンス／ༀंやフΟンࣙ身のセクシϣΠリティ等を݀して٠࿨しないことは日本のフΟンダムのҋ໩のルール
の 1 つで、઎行研究のάϡップはそこにًҾしているՆ೵性が高いと指ఢした。ັڷ਄いことに、Ωムࢱはこ
のようなフΟンのࣙݗހԀのݳেがୈ࿹の็௫ՐܸのフΟンダムにも発生し、クィΠなಣմをֺし΋多くのフ
Οンがक流ഁのフΟンダムから૆֐されているとफ़΄た。このয়ڱは、フΟンชԿの中にクィΠなフΟンタジ
ーۯ間はଚࡑしうるが、それでも社会的ഋঈのଲেとなりうることをࣖࠨしているのではないかと౾࿨した。 

௃ࢱが取り上げたもうҲつの٠࿨点は、トランスナショナルなフΟンダムの社会ชԿ的ഐܢと、それがポッ
プΩルοϡーのण༲に༫えるӪڻであった。ྭえͻ、日本のポップΩルοϡーはୈ࿹社会に大きなӪڻを༫え
たが、K-POP など他の国ڧをӿえたフΟンダムのӪڻはそれほど大きくないという。このようなण༲度のҩい
は、੊代間のҩいによるものではないかとΩムࢱがコϟントした。1980 年代から 1990 年代にかけては、日本
のポップΩルοϡーが౨ΠジΠࢤ৖をࢩഓしていたが、2000 年代以降、ؘ国のポップΩルοϡーの༎出がکԿ
され、ୈ࿹ਕのऑい੊代は日本よりもؘ国のชԿに਎しんでいると指ఢした。この੊代のࠫは、Ωムࢱがୈ࿹
の็௫のϪθϑΠン⼥性のフΟンを௒ࠬした際、その多くが 20 代ޛൔから 40 代の社会ਕ⼥性であったことか
らも໎らかであった。 

本セミナーのࢂՅंからは、็௫のクィΠなಣմ、⼥性フΟンダムの特௅や新ܗコロナウイルスՔがフΟン
のコミϣニティに༫えたӪڻなどについて、多くの質໲やコϟントがرせられた。本セミナーで࿫ୌとなった
国ڧをӿえるフΟンダムと⼥性フΟンのϋットϭークについて理մを਄めることができた。็௫Րܸがۛ年、
国際的な観ٮを֭得しようとしていることをߡえると、մए・ಣմ・ཋ๮の多༹性やクィΠなフΟンのใ༲力
についての٠࿨がޛࠕもචགྷになっていくだろう。 

 （期՟ఖޛお茶の水⼥子大学大学Ӆਕ間ชԿ創成科学研究科ദ࢞）࿧୴౲：θδンナ・バラニϡク平ీى
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IGS セϝψー 

ʲルρΫθム ʁr⼥性ඔをΌ͛るཀྵ࿨とනে͖Δ 
 

 

ʴ日時ʵ2022 年 3 月 22 日（Ւ）10：00ʛ11：30  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴๅࠄʵ 

ӵඔ༟ن（౽⼥子大学教द） 

ʴ࢚会ʵ 

୫ཇ子（IGSރ 所⻑／お茶の水⼥子大学教द） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅं数ʵ66 ໌ 

ʴ開催ๅࠄʵ 

2021 年 3 月 22 日（Ւ）、IGS セミナー「『ルッΫθム』：⼥性
ඔをめ͛る理࿨と表েから」がオンライン開催された。ルッΫ
θム（֐見にخͰくࠫพ）はർֳ的最ۛになって༽いられるよ
うになったタームおよび֕೨であるが、⼥性のඔの理想やそれを૤ࡠ・؇理・֭得するための実ભに
ついては、ジェンダーو൥・構ଆの観点から、⻑く٠࿨のଲেとされてきた。本セミナーでは、ӵඔ
༟ࢱن（౽⼥子大学教द）が、このݶཁが࢘われることになった経Ҥを؜めช学・ชԿ表েの観点か
ら、कに⼥性の֐見やඔ༲行ҟに࿨点をߞり、٠࿨の経Ҥや理࿨࿰組の変Կ、実際のྭを෾ੵしつつ
ๅࠄした。 

 ルッΫθムは 1970 年代終わりに、඄ຮ体ܙのਕʓが࢘い出したଆޢで、ਕझࠫพと同༹のӆݧなࠫ
พとして೟ࣟされた。100 年のフェミニθムの流れで、⼥性たちはඔをٽめながらも、それをڍઊする
動きを見せてきた。それは、画Ҳ的なඔқࣟをܟげるඔ༲ࢊ業΃のսٛや、社会からٽめられるඔの
がる。1960ܪ൥からの཯୦にو 年代の第二ഁフェミニθム以降に、「ݺਕ的なことは政治的なこと」の
スローΪンのもと、⼥性の身体を؜΋ࢴ的྘Үが঱点Կされたことで、⼥性のو൥的なඔやඔ༲行ҟ
が٠࿨されるようになった。こうして⼥性の身体が、Պ෗⻑制を理࿨خ൭にしながら、஋性ݘ力が設
ఈしたඔのخ६によって૤ࡠ、ཊѻされてきたことが൹൓されるようになり、ඔ༲行ҟもཊѻシステ
ムとして理մされた。 

 しかしそのޛ、⼥性のඔқࣟは、஋性ݘ力による௜ં的ཊѻとはҡなり、⼥性ࣙ身の日৙的なݶઈ
実ભによって身体にࡠ༽する、⼥性とඔқࣟو൥の૔๏向の共๵関ܐの構ਦをなしているというઈも
生まれる。ඔ༲行ҟは、و൥的身体を（再）生ࢊするݘ力ࡠ༽とқັ෉けられ、஋性からک制されて
いるというよりも΋しろ、⼥性ࣙ身がو൥をӮ続Կし、その流れに身を౦ͣる共๵的ଚࡑになったと
いう。 

 それとด行して、1990 年代初ಆから、੤Ԧ中ৼの表૜的ӣ動に終始したポスト・フェミニθムを൳
ఈする、第ഁࢀフェミニθムがୈಆする。⼥性のඔを力であるととらえる点に特௅がある。⼥性がࣙ
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身をٚ੝ंだとఈٝする「ٚ੝ं・フェミニθム」から「力・フェミニθム」΃の఺׷がなされた。 

 ช学における⼥性と֐見的なඔについては、஋性कਕޮのࣁ質がݺ性であるのにଲし、⼥性कਕޮ
はඔがٽめられるܑ向にあると、౲初から指ఢされてきた。しかし、⼥性ࡠՊが、ඔしくはないが生
き生きとしたϐロインをඵくこともある。ྭえͻ、C・ブロンテ『ジェイン・ΦΠ』（1847）や G・Φ
リオット『ミドルマーο』（1871）では、そのຳ力が֐見ではなくਕ間性にある⼥性कਕޮがඵかれ
る。౲時のॽ評で、⼥性कਕޮの֐見をຳ力にܿけるものとす΄きではない、という൹൓がなされた
という事実は、౲時いかに֐見のඔしさが෈Նܿなགྷોとされていたかをٱઈ的にࣖすものであると
 。えるݶ

 20 ੊نൔͻ以降は、⼥性कਕޮの֐見がࣙހイϟージやҡ性関ܐにӪڻをٶ·す༹子がඵかれる。
২とଌえられ、⼥性ඔやऑさなどڑ科的にղ೘するྭもଁえたが、同時に⼥性のඔ༲行ҟは֐見に֐
のジェンダーو൥をԣし෉けられながらも、それを௧ٽすることはஇࡓされるઇがある。 

 それにଲし、Πイラ・Ϫϲィン『ステップフΧードの࠼たち』（1972）では、ඔしくॊॳな࠼たちに
ٛ໲を࣍っていた⼥性कਕޮが、結ۃ൶⼥たちと同༹にロボットԿされるգఖをඵく。⼥性とその身
体のཊѻのݬҾが஋性خ൭社会のݘ力構ଆにあること、そして⼥性がそこからಂれるす΄を࣍たͥ、
画Ҳ的なඔを体ݳすることにおいて、൶⼥はཊѻϠデルにおけるఱྭܗである。 

 フェイ・ウェルドン『ຒ⼥とݼͻれて』（1983）では、क体的にඔ༲行ҟを行うक෌がඵかれる。社
会و൥を変えられないからࣙ෾を変えるという൶⼥の行ҟは、ࣙらਕ生を઀り୕くというқັでक体
的なΦンパϭーϟントであるとするқ見があるҲ๏で、社会و൥がٽめる௪りの「ඔ」の実ݳをکい
る社会のཊѻのٚ੝ंであり、क体的なમ択とはݶえないという見๏もଚࡑする。 

 ポスト・フェミニθムで取り上げられる、独身⼥性の࢕事と࿂Ѭをඵく「οック・リット」という
ジϡンルは、性的ຳ力をΠイデンティティやパϭーとしてࣖすも、結ۃ社会و൥からൊけ出せていな
いという見๏もある。 

 ۛ年では、ঐ業कٝのࡣ取のଲেとしての身体をඵくࡠ඾の中で、⼥性たちがৼを௪わせる展開に
なることもある。ࣙ身の身体を؇理し、րଆしてきた⼥性が、ඔのو൥を೟ࣟしつつも、ٙき、その
行ҟをಣंと共༙するଈ໚もある。フェミニスト間で、ඔ΃の関ৼが෰活しているۛ年。ช学やӫ画
におけるඔの表েを、ޛࠕも観ࡱするචགྷがある。 

 質ٛԢ౶では、஋⼥共にࣙ෾のためとᨵうඔ༲୦໡がשめられるয়ڱや、֪ࠐਏஇやパーλナルΩ
ラーਏஇなど、ޕいに優྾関ܐのないඔのخ६が再ฦ成されつつあるয়ڱ΃のٶݶがあった。それに
ଲし、ࣙ෾のためとݶいながら、あくまで社会و൥に合஗するࣙ෾でいたいという໅८があることを
ӵࢱは指ఢする。社会的連ܠがسമな時代に、ࣙހ؇理やࣙ助がචགྷになるというชຼで理մされる
という。また、日本では、ルッΫθムが⼥性のඔにݸఈして࢘༽されるܑ向にあるが、஋性や身体্
֗ं、事ބやබـの結Վによる身体෨Ғのܿଝ等、֐見をو൥的なඔの֕೨からはͥれるとしてഋঈ
するܑ向にあるルッΫθムにもқࣟを向けるචགྷがあるのではないかという指ఢもなされた。 

 第二ഀフェミニθム以降、৙に٠࿨のဴ上にڏげられてきた⼥性の身体や֐見の໲ୌは、時に行き
٩まりを見せつつも、ғષとしてフェミニθムの中ৼ的՟ୌであり、「ඔのو൥によるཊѻ vs.׽びやٖ
れ、⼥性のΦイジェンシーvs.ชԿのࢩഓ、ඔ༲ࢊ業の複合体΃の༵る͙ないսٛ vs.それにఏ߇する⼥
性の೵力΃の期ଶ」(Elias, Gill and Scharff 5)であり続ける。 

 ࿧୴౲：ք࿟߷子（お茶の水⼥子大学大学Ӆദ࢞前期՟ఖ）ى
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▶ 2021 ೧ౕ क࠷ IGS 研究ճ৆ࡋ────────────────── 

IGS 研究ճ 
IGS 研究ྙڢҽ研究ๅࠄճ 
 

 

ʴ日時ʵ2022 年 3 月 24 日（Ւ）17：00ʛ18：30  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom） 

ʴๅࠄʵ 

൚井໎߁（専र大学०教द） 

「೓ৱ／ඉ೓ৱのྛ理に見られるࠫพの໲ୌ」 

ࠦ໼७子（ܜԢٝग़大学特任ࢥߪ） 

 「ࡱߡ点からのࢻジェンダー：ࢊࣁ性の金༧⼥࠙ع」

ʴѭࡲ・コϟントʵ 

୫ཇ子（IGSރ 所⻑／お茶の水⼥子大学教द） 

ʴ࢚会ʵ 

ઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴक催ʵジェンダー研究所 

ʴࢂՅं数ʵ17 ໌ 

ʴटࢭʵ 

 お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所では、౲研究所の研究ڢ力員にはࡑ੸期間中にࣙ身の研究়ղも
することをٝແ෉けている。2021ࠄ͸、研究ๅ݋ 年度は 2 ໌が研究ڢ力員として研究活動を行い、その
研究成Վๅࠄとして 2022 年 3 月 24 日、IGS のϟンバーや学಼研究ंに向けてそれぞれの研究について
ๅࠄした。1 ਕ目のๅंࠄの൚井ࢱ໎߁は、ৱ೓／ඉৱ೓にଲするਜ਼౲Կする࿨理、൳ఈする࿨理をࠫ
พに結び෉けて、ྛ理・ఫ学・ジェンダーのࢻ点から෾ੵした。また、2 ਕ目のๅंࠄのࠦ໼७子ࢱは
日本の࠙ع⼥性のम業ܙସとܙࢊࣁ成、そして金༧行動を௒ࠬデータをࣖしながらๅࠄした。 

ʴ開催ๅࠄʵ 

 2022 年 3 月 24 日、お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所の研究ڢ力員研究ๅࠄ会を開催し、2021 年度
の IGS 研究ڢ力員であった専र大学の൚井ࢱ໎߁と、ܜጱٝग़大学のࠦ໼७子ࢱがๅࠄした。 

 1 ਕ目のๅंࠄの൚井ࢱは『社会科学年ๅ』56 号（2022 年、専र大学）にࡎܟされた「و൥的なৱの
ྛ理のՆ೵性」をベースにして、「೓ৱ／ඉ೓ৱのྛ理に見られるࠫพの໲ୌ」というタイトルでๅࠄし
た。ӵޢの Food Ethics という༽ޢに日本ޢのఈ༃はなく、それは Food Ethics の೟எがఁいことをࣖし
ている。日本ではৱに関するྛ理は、कにྛڧ؂理や動෼ྛ理の中でޢられ、ৱに関するྛ理の研究ं
も೸学の෾໼の研究ंが多い。൚井ࢱは、「ৱについて٠࿨するとき、Φコロジストとフェミニストの結
びつきがسമ」というِಆཁ子（同ࢦ社大学）のक௃を়ղし、本ๅࠄでは、動෼をৱすること（ৱ೓）
についての൹൓やਜ਼౲Կの理࿨に、ྛ理的ࢻ点のみならͥ、Φコロジーやジェンダーのࢻ点からもๅࠄ
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した。ৱのث機をҪఽ子組み׷え、γプリϟントなどにབることで৒りӿえようとする流れや、動෼の
Ṍࡶをߢఈする理༟に動෼をਕ間よりもԾҒに見る෫ொがあることを়ղし、それは্֗ंࠫพにも௪
ͣるものがあるとफ़΄た。また૴ৱܧ஋子、೓ৱܧ⼥子といったݶཁにもみられるように、ৱ೓がジェ
ンダーࠫพとも਄い結びつきをもっていることも়ղした。 

 ̐ਕ目のๅܜ、ंࠄጱٝग़大学のࠦ໼७子ࢱは、「࠙ع⼥性の金༧ࢊࣁ：ジェンダーࢻ点からのࡱߡ」
というテーマで、ࣙ身の研究を়ղした。ਜ਼社員・パートタイマー・専業क෌といったम業ܙସでグル
ープԿした࠙ع⼥性をଲেに行った௒ࠬデータをもとに、֦グループの⼥性たちのܙࢊࣁ成や金༧行動
のྪࣇ点や૮ҩ点、特௅などをๅࠄした。日本は高ྺԿ社会にಧ೘しており、஋性よりもथໍの⻑い⼥
性が࿟ޛසࠖにؗるίースがঙなくない。そのため⼥性がҲ生֖、経済的҈ఈを得るためにも⼥性のࣁ
ࠦ。成が॑གྷとなっているܙࢊ ໼はΩップルのうち、⼥性がਜ਼社員であったり、高फ೘を得ているほど、
性พༀׄ෾୴қࣟがఁく、パートナーとのՊ事෾୴қࣟが高いことを়ղした。そのҲ๏で、パートや
専業क෌で෋΃の経済的ғଚ度が高いほど、⼥性が෋にՖ得ༀׄを期ଶし、ࣙ身はՊ事の多くを୴うよ
うになり、それがさらなる஋⼥のफ೘֪ࠫをডいて、⼥性の࿟ޛの経済෈҈にもӪڻを༫えているとफ़
΄た。しかし、म業ܙସがどのようであれ、⼥性たちはՊଔのܙࢊࣁ成には⼥性ࣙ身も߫ݛしていると
 。えていることも়ղしたߡ

 2 ਕのๅࠄのあとに、ࢂՅंの間からも༹ʓな質໲やコϟントがあがり、まったくҡなる໲ୌをѽう
ๅࠄであったにもかかわらͥ、ジェンダー໲ୌ΃の関ৼや教育などにおいて共༙す΄き՟ୌがあるとい
うқ見も出され、ඉ৙にқٝのある౾࿨を展開することができた。そして最ޛにジェンダー研究所所⻑
であるރ୫ཇ子教दよりๅࠄ会についての૱ׇのݶཁがफ़΄られた。 

࿧୴౲：ઍഀ༟Յ཮（IGSى 特任ࢥߪ） 
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▶ 2021 ೧ౕ ޛԋ΢ϗンφ───────────────────── 

ೖ本フェϝωηφࡃܨ学ճ 2021 ೧ౕ⼤ճ 

αロψ͍͗֒ࡄΔΚͶしͪ⼥性の͏のͬと͚Δしの՟ୌ 
 

ʴ日時ʵ2021 年 9 月 18 日（ౖ）10:15ʛ17:00  

ʴ会৖ʵオンライン開催（Zoom ウェϑナー） 

ʴ࠴⻑ʵ中ݬ௉子（ਈރ大学） 

ʴ࢚会ʵ 

ঘϴ୫એุ（フェリス⼥学Ӆ大学） 

中ݬ௉子（ਈރ大学） 

ʴトークセッションʵ 

ӏٸॴ႔（ࡠՊ・活動Պ） 

ґీٳඔ子（大ࡗැ立大学໌༬教द） 

「૮஌ݳ৖からみえる⼥性のසࠖ、࢕事、ेまい」 

ʴๅࠄʵ 

Carlos, Maria Reinaruth Desiderio（ྀ୫大学） 

コロナՔにおけるࡑ日フィリピンਕ⼥性の໲ୌとޛࠕの՟ୌ 

౮ᖔ௜ඔ（立教大学） 

コロナՔにおけるシングルマδーのڱݳと政ࡨ՟ୌ 

大ୖਇ理（౨ښ大学໌༬教द） 

コロナՔ΃の日本政ැのଲԢʗ社会政ࡨのർֳジェンダー෾ੵから 

ʴ౾࿨ʵ 

 （౐大学ښ）཮ඔࢃ؛

 （社大学ࢦ同）կ子ࢃࢀ

ʴक催ʵ日本フェミニスト経済学会 

ʴޛԋʵお茶の水⼥子大学ジェンダー研究所、૥Ҷీ大学ジェンダー研究所、૥Ҷీ大学平࿪学研究所 
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